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12月1日号

年　月 スタンド ローリー カード

令和２年  8月 91.13 80.99 90.22 
令和２年  9月 91.32 80.95 90.56 
令和２年 10月 90.20 79.73 89.16

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

95
（−27）

38
（−6）

27
（±0）

4
（±0）

164
（−33）

交通事故死者数（人）

10月31日現在 11月29日現在

2,261
（−270）

2,535
（−314）

全国の死亡
事故件数

2,212
（−254）

令和２年10月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

11/15〜12/14  8429
12/15〜R3.1/14  5749

　　　

２・3
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

6 ・大分トラックステーション
がリニューアルオープン！

8
・女性の輝く現場から
トラガールのお仕事。
㈱川友（茨城県）

木内�智美�さん

7 ・�TS年末年始休業案内

4・5
・トラック運送業に係る
「標準的な運賃」の

届出に向けて
第２回「標準的な運賃」の

届出・適用方法

佐藤信秋自民党参議院議員に対し要望実施
日貨協連とともに最重点要望事項を説明日貨協連とともに最重点要望事項を説明

古
賀
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議
会
長
に
対
し
て
要
望
事
項
を
説
明

古
賀
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議
会
長
に
対
し
て
要
望
事
項
を
説
明

「
高
速
道
路
料
金
等
の
引
下
げ
」「
道
路
整
備
の
推
進
」等

「
高
速
道
路
料
金
等
の
引
下
げ
」「
道
路
整
備
の
推
進
」等

　

11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た

自
民
党
﹁
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道

路
調
査
会
﹂
に
は
︑
全
ト
協

か
ら
坂
本
会
長
の
ほ
か
︑
寺

岡
洋
一
副
会
長
（
道
路
委
員

会
委
員
長
）︑
桝
野
龍
二
理

事
長
が
出
席
し
た
︒

　

坂
本
会
長
か
ら
︑
出
席
し

た
自
民
党
衆
参
国
会
議
員
約

25
人
に
対
し
︑
最
近
の
緊
急

物
資
輸
送
の
実
施
例
を
紹
介

し
な
が
ら
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

に
と
っ
て
高
速
道
路
利
用
が

必
要
不
可
欠
な
こ
と
﹂︑﹁
高

速
道
路
料
金
の
引
下
げ
に
対

し
て
︑
国
費
を
投
入
す
る
こ

と
﹂︑﹁
毎
年
の
補
正
予
算
で

手
当
て
す
る
の
で
は
な
く
︑

本
予
算
で
措
置
し
︑
恒
久
化

す
る
こ
と
﹂
な
ど
の
訴
え
を

行
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
調
査
会
は
11
月

25
日
︑
全
ト
協
か
ら
の
要
望

を
踏
ま
え
て
︑
物
流
支
援
強

化
の
た
め
︑﹁
高
規
格
道
路

の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消

や
４
車
線
化
︑
高
規
格
道
路

と
直
轄
国
道
の
連
携
強
化
な

ど
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
﹂
の
別
枠
で
大
幅
な
当
初

予
算
規
模
の
拡
充
や
︑﹁
高

速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻

度
割
引
に
つ
い
て
︑
そ
の
拡

充
措
置
を
令
和
３
年
度
以
降

も
継
続
す
る
た
め
の
予
算
を

満
額
確
保
﹂等
を
決
議
し
た
︒

　

ま
た
︑
同
19
日
に
開
催
さ

れ
た
自
民
党
﹁
自
動
車
議
員

連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会
﹂

に
は
︑
坂
本
会
長
の
ほ
か
︑

浅
井
隆
副
会
長
（
税
制
委
員

会
委
員
長
）
が
出
席
し
た
︒

　

出
席
し
た
自
民
党
衆
参
国

会
議
員
に
対
し
︑
坂
本
会
長

が
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
各
種
支
援
措

置
の
継
続
等
︑
高
速
道
路
料

金
等
の
引
下
げ
︑
道
路
整
備

の
推
進
︑
自
動
車
関
係
諸
税

等
の
軽
減
︑
働
き
方
改
革
実

現
の
た
め
の
諸
対
策
の
推
進

な
ど
︑
令
和
３
年
度
税
制
改

正
・
予
算
に
関
す
る
最
重
点

要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明
し

た
︒

　

全
ト
協
で
は
引
き
続
き
︑

業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
の

解
決
と
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
環
境
改
善
﹂﹁
道
路
の
積

極
的
な
活
用
﹂
に
向
け
て
︑

積
極
的
に
要
望
活
動
を
展
開

し
て
い
く
︒

　

厚
生
労
働
省
は
11
月
27

日
︑
今
年
12
月
末
に
期
限
を

迎
え
る
雇
用
調
整
助
成
金
の

特
例
措
置
︑
緊
急
雇
用
安
定

助
成
金
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援

金
・
給
付
金
に
つ
い
て
︑
令

和
３
年
２
月
末
ま
で
延
長
す

る
と
発
表
し
た
︒
同
措
置
に

つ
い
て
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
３
月
18
日
に
政
府

・
与
党
に
要
望
し
︑
４
月
１

日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
期

間
で
実
現
︒
そ
の
後
も
同
措

置
の
継
続
を
要
望
し
た
結

果
︑
９
月
末
と
12
月
末
へ
と

２
回
延
長
が
措
置
さ
れ
︑
今

回
も
特
例
措
置
が
拡
充
さ
れ

た
ま
ま
で
延
長
が
実
現
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
11
月
19
日
︑

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
（
日
貨

協
連
）
と
と
も
に
︑
自
由
民
主
党
の
佐
藤

信
秋
参
議
院
議
員
に
対
し
て
︑
令
和
３
年

度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す
る
要
望
を
行

っ
た
︒

　

要
望
に
は
︑
全
ト
協
か
ら
は
坂
本
克
己

会
長
が
︑
ま
た
日
貨
協
連
か
ら
は
吉
野
雅

山
会
長
︑
中
川
才
助
副
会
長
︑
御
手
洗
安

副
会
長
が
出
席
︒
①
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
を
克
服
し
︑
日
本
経
済
が
正
常
に

回
復
す
る
ま
で
の
間
︑
高
速
道
路
の
大
口

・
多
頻
度
割
引
の
実
質
50
％
以
上
の
割
引

の
適
用
﹂︑﹁
首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
激

変
緩
和
措
置
の
延
長
﹂︑﹁
深
夜
割
引
の
拡

充
﹂
な
ど
︑高
速
道
路
料
金
等
の
引
下
げ
︑

②
﹁﹃
重
要
物
流
道
路
﹄
を
は
じ
め
と
す

る
高
速
道
路
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推

進
﹂︑﹁
休
憩
・
休
息
施
設
︑
中
継
物
流
拠

点
の
整
備
・
拡
充
﹂
な
ど
︑
道
路
整
備
の

推
進
︱
︱
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
︒

自
民
党
「
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
」「
自
動
車
議
員
連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会
」等
に
対
し
て

自
民
党
「
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
」「
自
動
車
議
員
連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会
」等
に
対
し
て

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
18
日
︑
古
賀
誠
全
国
道

路
利
用
者
会
議
会
長
に
対
し

て
︑
令
和
３
年
度
税
制
改
正

・
予
算
に
関
す
る
要
望
を
行

っ
た
︒

　

要
望
に
は
︑
全
ト
協
か
ら

坂
本
克
己
会
長
が
出
席
︒
古

賀
会
長
に
対
し
て
︑
①
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
各
種
支
援
措
置
の
継
続

等
︑
②
高
速
道
路
料
金
等
の

引
下
げ
︑
③
﹁
重
要
物
流
道

路
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
高
速

道
路
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
推
進
︑休
憩
・
休
息
施
設
︑

中
継
物
流
拠
点
の
整
備
・
拡

充
な
ど
︑道
路
整
備
の
推
進
︑

④
自
動
車
関
係
諸
税
の
軽

減
︑
中
小
企
業
投
資
促
進

税
制
の
延
長
な
ど
︑
自
動
車

税
制
関
連
に
つ
い
て
︑
⑤
働

き
方
改
革
実
現
の
た
め
の
諸

対
策
の
推
進
︱
︱
な
ど
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最

重
点
要
望
事
項
を
説
明
し
た
︒

　

坂
本
会
長
は
︑
コ
ロ
ナ
禍

に
苦
し
む
運
送
事
業
者
の
実

情
を
説
明
し
︑﹁
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
お

願
い
し
た
い
﹂
と
訴
え
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
現
在
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
諸
課

題
を
解
決
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
を
実
現
す
る
と
と
も
に
︑
輸
送

効
率
化
に
資
す
る
﹁
道
路
の
積
極
的
な
活
用
﹂
の
実
現
に
向
け
︑
令
和
３
年
度

税
制
改
正
・
予
算
等
の
論
議
が
本
格
化
す
る
の
に
合
わ
せ
て
︑
精
力
的
に
要
望

活
動
を
展
開
し
て
い
る
︒

　

11
月
13
日
に
は
︑
自
由
民
主
党
﹁
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
﹂（
竹
下
亘

会
長
）
に
坂
本
克
己
会
長
ら
が
出
席
し
︑
高
速
道
路
料
金
等
の
引
下
げ
お
よ
び

道
路
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
説
明
︒
ま
た
︑
同
19
日
に
は
自
民
党
﹁
自
動
車
議

員
連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会
﹂
に
坂
本
会
長
ら
が
出
席
し
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
各
種
支
援
措
置
の
継
続
な
ど
を
強
く
要
望
し
た
︒

坂本 克己
全ト協会長

自
民
党
﹁
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
﹂
で
業
界
か
ら
の
要

望
事
項
を
説
明
す
る
坂
本
全
ト
協
会
長
（
11
月
13
日
、
自

民
党
本
部
）

自
民
党
﹁
自
動
車
議
員
連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会
﹂
で
要

望
事
項
を
説
明
す
る
坂
本
全
ト
協
会
長
（
11
月
19
日
、
衆

議
院
第
一
議
員
会
館
）

佐
藤
信
秋
自
民
党
参
議
院
議
員
（
中
央
）
に
要
望
す
る
坂
本
全
ト
協
会

長
（
左
か
ら
１
人
目
）、御
手
洗
日
貨
協
連
副
会
長
（
左
か
ら
２
人
目
）、

吉
野
日
貨
協
連
会
長
（
右
か
ら
２
人
目
）、中
川
日
貨
協
連
副
会
長
（
右

か
ら
１
人
目
）（
11
月
19
日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
）

古賀誠全国道路利用者会議会長㊧に要望書を手渡す坂本全ト協会長
㊨（11月18日、砂防会館　古賀誠事務所） 令

和
３
年
２
月
末
ま
で
延
長

全
ト
協
要
望
実
現

全
ト
協
要
望
実
現

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置

坂本会長を先頭に精力的な要望活動を展開坂本会長を先頭に精力的な要望活動を展開全
ト
協 「ドライバーの労働環境改善」「道路の積極的な活用」実現目指す
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～飲酒運転編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  酒酔い運転とは、体内のアルコール量が呼気１リットルにつき0.3ミリグ
ラム以上をいう。（ ○・× ）

❷  飲酒をしても、身体に保有するアルコール量が呼気1リットルにつき0.15
ミリグラム未満であれば、運転しても差し支えない。（ ○・× ）

❸  飲酒をしても、その後6時間以上経過していれば運転しても差し支えな
い。（ ○・× ）

❹  酒気帯び運転するおそれのある人に酒類を提供したり、飲酒をすすめて
はならない。（ ○・× ）

❺  身体に保有するアルコール量が呼気1リットルにつき0.25ミリグラム以上
の酒気帯び運転の違反点数は25点で免許取消し処分となるが、免許試験
を受けて合格すれば、1年以内に免許を再取得できる。（ ○・× ）

（解答は7面）

　あなたは、早朝、カーブが続く山間部の下り坂を走行してい
ます。先ほどから小雪がちらつき始めました。この場面にはど
のような危険がありますか。また、危険を避けるためにはどの
ような運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 129回〕「カーブが続く山間部の下り坂」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

11
月
18
日
︑
第
51
回
物
流

政
策
委
員
会
（
馬
渡
雅
敏
委

員
長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

冒
頭
︑
坂
本
克
己
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
が
登
壇

し
委
員
を
激
励
︒
続
い
て
︑

馬
渡
委
員
長
に
よ
る
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
た
後
︑
①
﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂
の
周
知
等
︑

②
荷
主
対
策
の
深
度
化
に
係

る
情
報
収
集
調
査
︑
③
改
善

基
準
告
示
見
直
し
︑
④
運
転

者
職
場
環
境
良
好
度
認
証
制

度
︑
⑤
働
き
方
改
革
第
３
回

定
期
観
測
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
︑
⑥
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
推

進
運
動
﹂
の
取
り
組
み
状
況

︱
︱
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
︒

　

荷
主
に
対
す
る
標
準
的
な

運
賃
の
周
知
活
動
に
関
し
て

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
法
令
遵
守
や
標
準
的
な
運

賃
の
活
用
︑﹁
ホ
ワ
イ
ト
物

流
﹂
推
進
運
動
等
の
項
目
を

盛
り
込
ん
だ
文
書
﹁
安
定
し

た
輸
送
力
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
の
お
願
い
﹂
を
︑
標

準
的
な
運
賃
の
概
要
を
ま
と

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
同

封
し
︑
年
内
ま
で
に
発
送
す

る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
で
３
回
目

の
実
施
と
な
る
⑤
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
つ
い
て
は
︑
標
準
的

な
運
賃
や
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
よ
る
経
営
へ
の
影
響
な
ど

を
今
回
新
た
な
項
目
と
し
て

追
加
︒
令
和
３
年
１
月
か
ら

発
送
を
開
始
し
︑
回
答
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と
と

し
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
自
動
車
局
の
伊

地
知
英
己
貨
物
課
長
が
﹁
最

近
の
ト
ラ
ッ
ク
行
政
に
つ
い

て
﹂を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
︒

認
定
事
業
所
を
12
月
14
日

に
Ｈ
Ｐ
で
公
表

２
０
２
０
年
度
Ｇ
マ
ー
ク

事
業
所

　

11
月
19
日
︑
全
国
貨
物
自

動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施

機
関
で
あ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
︑﹁
２
０
２
０
年
度

れ
︑
①
社
会
貢
献
活
動
︑
②

２
年
度
青
年
部
会
第
３
回
全

国
代
表
者
協
議
会
お
よ
び
全

国
大
会
︑
③
他
団
体
と
の
交

流
事
業
︱
︱
な
ど
に
つ
い
て
︑

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

同
協
議
会
は
︑
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
︑
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

に
て
開
催
︒
会
場
の
全
ト
協

ホ
ー
ル
に
は
︑
岩
田
部
会
長

を
は
じ
め
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代

表
９
人
が
出
席
︒
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
青
年
組

織
代
表
者
は
︑
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
参
加
と
な
っ
た
︒

安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ

ー
ク
事
業
所
）﹂
の
認
定
公

表
等
の
予
定
に
つ
い
て
発
表

し
た
︒

　

12
月
14
日
㈪
午
前
11
時
頃

に
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

認
定
事
業
所
の
事
業
所
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
公
表
︒

評
価
結
果
通
知
書
は
︑
同
日

か
ら
簡
易
書
留
に
て
発
送
を

開
始
し
︑
認
定
事
業
所
に
は

認
定
証
を
授
与
す
る
︒

オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
の
代

表
者
を
繋
い
で
開
催

青
年
部
会
第
２
回

全
国
代
表
者
協
議
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
岩
田
享
也
部
会
長
）

は
11
月
16
日
︑
令
和
２
年
度

第
２
回
﹁
全
国
代
表
者
協
議

　

第
３
回
全
国
代
表
者
協
議

会
は
︑
３
年
２
月
18
日
㈭
に

開
催
予
定
（
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
の
開
催
の
可
能
性
あ

り
）︒
今
年
度
の
青
年
部
会

全
国
大
会
は
２
月
19
日
㈮

　

岩
田
部
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
︑﹁
青
年
部
会
の
活

動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
﹂
を
岩
田
部
会
長
が

報
告
（
回
答
数
50
人
）︒
今

年
度
の
青
年
部
会
全
国
大
会

を
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
に
よ
る
開

催
と
す
る
﹂
こ
と
に
つ
い
て
︑

﹁
賛
成
﹂
と
し
た
人
が
84
％

に
上
っ
た
︒
ま
た
︑
３
年
度

の
全
国
大
会
に
つ
い
て
︑
コ
ロ

ナ
禍
が
収
ま
っ
た
場
合
は

﹁
以
前
の
形
式
に
戻
す
べ
き
﹂

と
し
た
人
が
83
％
と
な
っ
た
︒

　

そ
の
後
︑
全
国
の
青
年
組

織
代
表
者
か
ら
︑
代
表
的
な

活
動
に
つ
い
て
の
発
表
が
行

わ
れ
た
︒

　

引
き
続
い
て
議
事
が
行
わ

に
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
開
催
︒

﹁
つ
な
ぐ
想
い
~
地
域
を
支

え
る
物
流
業
界
へ
~
﹂
を
テ

ー
マ
に
︑
各
青
年
組
織
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
ム
ー
ビ
ー
の
上
映

や
講
演
な
ど
を
行
う
予
定
︒

　

ま
た
︑
他
団
体
と
の
交
流

事
業
と
し
て
︑（
公
社
）
全

国
産
業
資
源
循
環
連
合
会
青

年
部
協
議
会
と
の
研
修
会

（
11
月
24
日
㈫
）︑
倉
庫
業

青
年
経
営
者
協
議
会
と
の
研

修
会
（
11
月
30
日
㈪
）︑
自

由
民
主
党
青
年
局
と
の
意
見

交
換
会
（
12
月
17
日
㈭
）
を

実
施
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
︒

冬
期
に
お
け
る
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
を
呼
び

か
け計

画
的
付
与
制
度
で

休
暇
の
分
散
化
を

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
︑
新
し
い
生
活
様

式
が
求
め
ら
れ
る
中
︑
新
し

い
働
き
方
・
休
み
方
を
実
践

す
る
た
め
に
︑
①
労
働
者
の

様
々
な
事
情
に
応
じ
た
柔
軟

な
働
き
方
・
休
み
方
に
資
す

る
時
間
単
位
の
年
次
有
給
休

暇
（
年
休
）
制
度
︑
②
計
画

的
な
業
務
運
営
に
資
す
る
年

休
の
計
画
的
付
与
制
度
︱
︱

の
導
入
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑10
月
の
﹁
年

次
有
給
休
暇
取
得
促
進
期

間
﹂
に
続
き
︑
こ
の
冬
に
お

け
る
年
休
取
得
の
機
運
の
醸

成
を
図
る
た
め
︑
ポ
ス
タ
ー

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
写
真
）

を
活
用
し
た
広
報
お
よ
び
労

使
に
対
す
る
働
き
か
け
等
を

行
っ
て
い
く
︒

　

詳
細
お
よ
び
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
に
つ
い
て
は
︑﹁
年

次
有
給
休
暇
取
得
促

進
特
設
サ
イ
ト
﹂
を

参
照
︒

は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

 

﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進

運
動
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

12
月
10
日
・
17
日
に

Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で

　

国
土
交
通
省
で
は
︑﹁
ホ

ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運
動
の

さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
︑
Ｗ

ｅ
ｂ
を
活
用
し
︑﹁﹃
ホ
ワ
イ

ト
物
流
﹄
推
進
運
動
セ
ミ
ナ

ー
﹂
を
12
月
中
旬
に
︑
２
回

に
分
け
て
開
催
す
る
︒

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
同
運
動

の
具
体
的
な
取
組
事
例
の
紹

介
な
ど
を
行
い
︑
荷
主
企
業

や
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が

物
流
改
善
の
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提

供
す
る
と
と
も
に
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
の
取
引
環
境
適

正
化
に
向
け
た
各
種
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

　

開
催
日
時
は
︑
第
１
回
=

12
月
10
日
㈭
14
時
~
15
時
20

分
︑
第
２
回
=
12
月
17
日
㈭

14
時
~
15
時
20
分
︒
事
前
申

し
込
み
制
で
︑参
加
は
無
料
︒

申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細

は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
同
セ
ミ
ナ
ー
参
加
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
を
参
照
︒

 

﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制

度
﹂
申
請
受
付
期
間
を
延

長

12
月
25
日
ま
で

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
︑

﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制

度
﹂（
正
式
名
称
・
運
転
者

職
場
環
境
良
好
度
認
証
制

度
）
の
申
請
受
付
期
間
の
終

了
を
︑
12
月
25
日
㈮
ま
で
延

長
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

同
制
度
は
︑
職
場
環
境
改

善
に
向
け
た
各
事
業
者
の
取

り
組
み
を
﹁
見
え
る
化
﹂
す

る
こ
と
で
求
職
者
の
イ
メ
ー

ジ
刷
新
を
図
り
︑
運
転
者
へ

の
就
職
を
促
す
と
と
も
に
︑

事
業
者
に
対
し
て
さ
ら
な
る

改
善
の
取
り
組
み
を
促
す
こ

と
で
︑
よ
り
働
き
や
す
い
労

働
環
境
の
実
現
や
安
定
的
な

人
材
の
確
保
を
図
る
た
め
の

も
の
︒

　

当
初
申
請
期
限
は
12
月
15

日
㈫
ま
で
に
設
定
さ
れ
て
い

た
が
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
等
も

踏
ま
え
︑
12
月
25
日
ま
で
延

長
︒
審
査
料
は
１
申
請
当
た

り
５
万
円
（
税
別
）
で
︑
登

録
料
は
同
６
万
円
（
同
）︒

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電

子
申
請
の
場
合
︑
審
査
料
が

３
万
円（
同
）に
割
引
さ
れ
る
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

同
制
度
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
の
こ
と
︒

 

令
和
２
年
度
放
射
性
物
質

安
全
輸
送
講
習
会
を
開
催

横
浜
・
名
古
屋
・
福
岡
で

　

国
土
交
通
省
は
令
和
３
年

１
月
に
︑
２
年
度
﹁
放
射
性

物
質
安
全
輸
送
講
習
会
﹂
を

開
催
す
る
︒

　

同
講
習
会
は
︑
放
射
性
物

質
輸
送
関
係
者
を
対
象
に
︑

放
射
性
物
質
の
安
全
な
輸
送

に
関
す
る
規
則
の
正
し
い
理

解
と
︑
輸
送
時
に
お
け
る
安

全
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
る
も
の
︒

　

①
基
礎
コ
ー
ス
（
１
月
８

日
㈮
︑
中
部
運
輸
局
）︑
②

核
燃
料
輸
送
コ
ー
ス
（
１
月

19
日
㈫
︑
関
東
運
輸
局
）︑

③
Ｒ
Ｉ
（
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト

ー
プ
）
輸
送
コ
ー
ス
（
１
月

20
日
㈬
︑
関
東
運
輸
局
）︑

④
基
礎
コ
ー
ス
（
１
月
28
日

㈭
︑
九
州
運
輸
局
）
︱
︱
の

計
４
回
が
予
定
さ
れ
て
お

り
︑
受
講
料
は
無
料
︒

　

申
し
込
み
は
︑
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
２
年
度
放
射

性
物
質
安
全
輸
送
講
習
会
の

開
催
﹂
内
の
受
付
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
を
入
力
し
て
応
募
︒

詳
細
は
同
サ
イ
ト
を
参
照
の

こ
と
︒

 

新
東
名
御
殿
場
Ｊ
Ｃ
Ｔ
~

浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
が
12

月
22
日
よ
り
６
車
線
化

同
区
間
で
の
最
高
速
度
規
制

１
２
０
㌔
㍍
本
格
運
用
開
始

　

中
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
11
月
25

日
︑
新
東
名
高
速
道
路
御
殿

場
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）
~
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ

間
で
行
っ
て
い
た
６
車
線
化

工
事
が
完
了
し
︑
12
月
22
日

㈫
14
時
か
ら
片
側
３
車
線
で

利
用
可
能
に
な
る
と
発
表
し

た
︒

　

今
回
完
成
す
る
の
は
︑
長

泉
沼
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
~
新
静
岡
Ｉ
Ｃ
の

上
り
線
（
延
長
約
53
㌔
㍍
）

と
︑
藤
枝
岡
部
Ｉ
Ｃ
~
島
田

金
谷
Ｉ
Ｃ
の
上
下
線
（
同
約

15
㌔
㍍
）︒
こ
れ
に
よ
り
︑

御
殿
場
Ｊ
Ｃ
Ｔ
~
浜
松
い
な

さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
（
約
１
４
５
㌔

㍍
）
が
片
側
３
車
線
で
利
用

で
き
る
こ
と
と
な
る
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で

は
︑
同
区
間
の
６
車
線
化
完

成
に
よ
り
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト

 

﹁
チ
ェ
ー
ン
携
行
で
安
全
運

行
！
﹂

ポ
ス
タ
ー
を
本
紙
に
封
入

　

中
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
で
は
︑
今

号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に

チ
ェ
ー
ン
携
行
を
促
す
ポ
ス

タ
ー
（
写
真
）
を
封
入
し
て

い
る
︒

　

近
年
︑
予
想
を
超
え
る
大

雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
で
︑

幹
線
道
路
の
通
行
止
め
や
車

の
立
ち
往
生
な
ど
が
各
所
で

発
生
し
て
い
る
︒
国
土
交
通

省
で
は
平
成
30
年
よ
り
︑
大

ラ
ッ
ク
や
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走

行
の
安
全
確
保
や
物
流
効
率

化
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
と
し

て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
区
間
の
６
車
線

化
に
合
わ
せ
て
︑
静
岡
県
警

察
で
は
新
東
名
御
殿
場
Ｊ
Ｃ

Ｔ
~
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間

で
︑
最
高
速
度
規
制
１
２
０

㌔
㍍
の
本
格
運
用
を
開
始
す

る
︒
な
お
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
最
高
速
度
は
時
速
80
㌔
㍍

の
ま
ま
と
な
る
︒

　

静
岡
県
警
察
で
は
︑
同
区

間
走
行
の
際
に
は
十
分
な
車

間
距
離
を
保
ち
︑
進
路
変
更

す
る
際
は
進
路
変
更
し
よ
う

と
す
る
車
線
の
安
全
確
認
を

確
実
に
行
う
と
と
も
に
︑
交

通
状
況
に
応
じ
た
安
全
な
速

度
で
の
走
行
を
呼
び
か
け
て

い
る
︒

雪
特
別
警
報
や
大
雪
に
対
す

る
緊
急
発
表
が
行
わ
れ
る
よ

う
な
異
例
の
大
雪
が
予
想
さ

れ
る
際
に﹁
チ
ェ
ー
ン
規
制
﹂

を
発
出
︒
規
制
区
間
で
は
︑

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
装
着
車
の

み
通
行
可
能
と
し
て
い
る
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で

は
︑
降
雪
が
予
想
さ
れ
る
地

域
を
運
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑
チ
ェ

ー
ン
規
制
が
発
出
さ
れ
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
︑
チ
ェ
ー

ン
の
携
行
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

﹁
年
末
年
始
の
輸
送
等

に
関
す
る
安
全
総
点
検
﹂

を
実
施

12
月
10
日
〜
３
年
１
月
10
日

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
令
和

２
年
度
﹁
年
末
年
始
の
輸
送

等
に
関
す
る
安
全
総
点
検
﹂

を
12
月
10
日
㈭
か
ら
３
年
１

月
10
日
㈰
ま
で
実
施
す
る
︒

　

こ
れ
は
︑
自
主
点
検
等
を

通
じ
た
安
全
性
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
︑
輸
送
安
全
等

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

る
目
的
で
実
施
さ
れ
る
も
の
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

お
け
る
重
点
点
検
事
項
は
︑

①
健
康
管
理
体
制
の
状
況
︑

②
運
転
者
に
過
労
運
転
を
行

わ
せ
な
い
た
め
の
安
全
対
策

の
実
施
状
況
︑
③
運
転
者
に

飲
酒
運
転
や
薬
物
運
転
等
を

行
わ
せ
な
い
た
め
の
安
全
対

策
の
実
施
状
況
︑
④
車
両
の

日
常
点
検
整
備
︑
定
期
点
検

整
備
等
の
実
施
状
況
（
特
に

大
型
自
動
車
の
車
輪
脱
落
事

故
防
止
対
策
及
び
ス
ペ
ア
タ

イ
ヤ
等
の
定
期
点
検
実
施
状

況
）
︱
︱
の
４
点
︒

　

国
交
省
で
は
︑
総
点
検
の

実
施
に
よ
る
安
全
確
保
の
徹

底
お
よ
び
総
点
検
実
施
後
の

﹁
自
主
点
検
表
﹂
の
提
出
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒
点
検
実

施
項
目
お
よ
び
自
主
点
検
表

（
12
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

▽
12
月
２
日

・
第
50
回
引
越
部
会

▽
12
月
３
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
８
８
回
理
事
会

・
令
和
２
年
度
青
年
経
営
者
等
に

よ
る
先
進
的
な
事
業
取
組
に
対

す
る
顕
彰
審
査
委
員
会

▽
12
月
９
日

・
第
８
回
引
越
事
業
者
優
良
認
定

制
度
審
査
委
員
会

▽
12
月
11
日

・
第
40
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
委
員
会

▽
12
月
14
日

・
第
49
回
物
流
政
策
懇
談
会

第51回物流政策委員会（11月18日、全ト協）

青年部会令和２年度第２回全国代表者協議会（11
月16日、全ト協）

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

読者アンケートに読者アンケートに
ご協力ください。ご協力ください。

　広報室では、今後の広報活動をより良いものにす
るため、11 月 15 日号の『広報とらっく』に読者ア
ンケートを折り込みました。12 月 14 日㈪を締め切
りとして、皆様からのご意見・ご感想等をお待ちし
ています。

全ト協ホームページから
もご回答いただけます。

抽選で 100 名様に QUO カード Pay（2,000 円分）
を差し上げます。

広報室からのお願い

◎働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

（働き方・休み方改善ポータルサイト） （年休取得特設サイト）

年次有給休暇取得促進特設サイト 検索

働き方の新しいスタイル

テレワークや
ローテーション勤務

時差通勤で
ゆったりと

オフィスは
ひろびろと

会議は
オンライン

対面での打合せは
換気とマスク

実践する第一歩として「年次有給休暇の計画的付与制度」の導入を！
年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を活用すれば
休暇の分散化にもつながります。

新しい働き方・休み方が始まっています。

こ
の
冬
の
休
暇
は
、

ま
っ
た
り
、ほ
っ
こ
り
、ゆ
っ
た
り
と
。

こ
の
冬
の
休
暇
は
、

ま
っ
た
り
、ほ
っ
こ
り
、ゆ
っ
た
り
と
。

改
装
工
事
に
伴
い
入
浴
施

設
を
休
業

大
宮
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

大
宮
Ｔ
Ｓ
は
12
月
７
日
㈪
か

ら
12
月
25
日
㈮
ま
で
入
浴
施
設

を
一
時
休
業
す
る
︒

　

な
お
︑
休
業
期
間
中
は
︑
代

替
施
設
と
し
て
宿
泊
室
の
シ
ャ

ワ
ー
を
利
用
可
能
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

「
標
準
的
な
運
賃
」周
知
に
向
け　

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を
加
速

第
51
回
物
流
政
策
委
員
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
労
働
基
準
法
で
は
︑
18
歳

未
満
の
者
を
年
少
者
と
し
て
︑
特
別

の
保
護
規
定
を
定
め
て
い
ま
す
︒
な

か
で
も
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
様
々

な
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
通
常
の

労
働
者
と
は
区
別
し
て
き
ち
ん
と
管

理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
年
少
者
の
労
働
時
間
は
︑

あ
く
ま
で
も
法
定
の
１
日
８
時
間
︑

　
先
日
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
18
歳

未
満
の
者
が
数
人
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
が
、
仮
に

こ
れ
ら
18
歳
未
満
の
者
を
採
用
し

た
場
合
、
労
働
時
間
の
取
扱
い
等

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
規
制
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

 第215回 

18歳未満のアルバイ
トの労働時間等の規

制は
週
40
時
間
が
原
則
で
あ
り
︑
同
法
第

60
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
︑
同
法

に
定
め
ら
れ
て
い
る
︑
①
１
か
月
単

位
の
変
形
労
働
時
間
制
（
第
32
条
の

２
）︑
②
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
（
第

32
条
の
３
）︑
③
１
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
（
第
32
条
の
４
）︑
④

１
週
間
単
位
の
非
定
型
的
変
形
労
働

時
間
制
（
第
32
条
の
５
）︑
⑤
時
間

外
及
び
休
日
の
労
働
（
第
36
条
）︑

⑥
労
働
時
間
及
び
休
憩
の
特
例
（
第

40
条
）
︱
︱
等
の
制
度
は
適
用
さ
れ

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
36
協
定
を
締
結
し

て
い
て
も
︑
年
少
者
に
は
時
間
外
労

働
や
休
日
労
働
を
行
わ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
し
︑
変
形
労
働
時
間
制
︑

あ
る
い
は
１
週
の
労
働
時
間
が
40
時

間
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
変

形
休
日
制
も
採
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
︒

　

た
だ
し
︑
同
法
第
60
条
の
第
３
項

に
よ
り
︑
満
15
歳
以
上
の
者
（
満
15

歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
を
除
く
）に
つ
い
て
は
︑

①
１
週
間
の
法
定
労
働
時
間
を
超
え

な
い
こ
と
を
前
提
に
︑
１
日
の
労
働

時
間
を
４
時
間
以
内
に
短
縮
し
た
場

合
は
他
の
日
を
10
時
間
ま
で
延
長
し
︑

②
１
週
48
時
間
︑
１
日
８
時
間
の
範

囲
で
１
か
月
単
位
ま
た
は
１
年
単
位

の
変
形
労
働
時
間
制
を
適
用
し
︑
働

か
せ
る
こ
と
︱
︱
は
で
き
ま
す
︒ま
た
︑

休
日
労
働
に
つ
い
て
も
︑
法
定
外
の

休
日
で
あ
れ
ば
当
然
可
能
で
す
︒

　

さ
ら
に
︑
休
憩
に
関
し
て
は
︑
年

少
者
は
一
斉
休
憩
の
原
則
が
除
外
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
︑
一
斉
休
憩
の

原
則
が
除
外
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
に
お
い
て
も
︑
労
使
協
定

を
締
結
し
な
い
限
り
︑
年
少
者
に
は

休
憩
を
一
斉
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
午
後
10
時
か
ら
午
前

５
時
ま
で
の
深
夜
業
に
つ
い
て
︑
年

少
者
は
原
則
と
し
て
就
業
禁
止
と
さ

れ
て
い
ま
す（
同
法
第
61
条
第
１
項
）︒

た
だ
し
︑
交
替
制
に
よ
っ
て
使
用
す

る
満
16
歳
以
上
の
男
性
の
場
合
等
は

就
業
が
可
能
で
す
︒

　

以
上
が
年
少
者
を
使
用
す
る
際
の

労
働
時
間
に
関
す
る
主
な
規
制
事
項

に
な
り
ま
す
が
︑
そ
れ
以
外
に
も
︑

重
量
物
取
り
扱
い
業
務
に
お
け
る
重

量
制
限
を
は
じ
め
︑
高
さ
５
㍍
以
上

の
墜
落
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お

け
る
危
険
な
業
務
や
︑
衛
生
上
有
害

な
業
務
な
ど
の
就
業
制
限
措
置
が
あ

り
ま
す
（
同
法
第
62
条
︑
年
少
者

労
働
基
準
規
則
第
７
条
・
第
８
条
）︒

ま
た
︑
年
少
者
の
年
齢
を
証
明
す
る

戸
籍
証
明
書
を
事
業
場
に
備
え
付
け

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
（
同
法
第

57
条
第
１
項
）︒

Ａ�

年
少
者
と
し
て
時
間
外
・

休
日
労
働
、
変
形
制
禁
止 

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
の
一
環
と
し
て
︑
最
近
は

リ
モ
ー
ト
会
議
や
リ
モ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
が
増
え
て
き
た
︒
自
分

の
場
合
は
招
待
さ
れ
て
の
参
加
だ

が
︑
経
験
的
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ

ス
テ
ム
﹁
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
﹂
の
利
用
が

圧
倒
的
に
多
い
︒

　

海
外
に
支
社
や
現
地
法
人
が
あ

る
経
営
者
に
聞
く
と
︑﹁
海
外
と

の
打
ち
合
わ
せ
は
以
前
か
ら
リ
モ

ー
ト
で
行
っ
て
い
た
が
︑
コ
ロ
ナ
禍

で
国
内
の
会
議
も
リ
モ
ー
ト
に
し

た
﹂
と
い
う
︒
だ
が
︑
ほ
と
ん
ど

の
事
業
者
は
コ
ロ
ナ
禍
で
初
め
て

リ
モ
ー
ト
会
議
を
導
入
し
て
い
る
︒

　

リ
モ
ー
ト
会
議
に
よ
る
効
果
も

様
々
だ
︒﹁
会
議
の
た
め
に
本
社

に
集
ま
る
必
要
が
な
く
な
り
︑
旅

費
交
通
費
が
減
少
し
て
利
益
が
増

え
た
﹂︒
ま
た
︑﹁
会
議
に
出
席
す

る
た
め
の
移
動
時
間
も
仕
事
の
た

め
に
使
え
る
﹂
と
い
う

事
業
者
も
い
る
︒
別
の

事
業
者
は
﹁
営
業
交
渉

を
リ
モ
ー
ト
に
し
た
が
︑

現
在
の
と
こ
ろ
マ
イ
ナ

ス
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

い
︒
対
面
で
な
い
と
取

引
が
減
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
い
た
が
︑

杞
憂
だ
っ
た
﹂と
い
う
︒

た
だ
︑
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
か

ら
取
引
先
も
理
解
し
て
い
る
面

が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
多
く
の
人
の
意
見
が

一
致
す
る
の
は
﹁
社
外
と
の
打

ち
合
わ
せ
で
も
︑
長
年
の
取
引

先
や
︑
大
枠
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
で
き
て
い
て

細
部
の
詰
め
な

ど
な
ら
リ
モ
ー

ト
で
も
よ
い
が
︑

初
め
て
の
人
や

社
内
で
も
ま
っ

さ
ら
な
状
態
か

ら
の
話
し
合
い

は
対
面
で
な
い

と
ム
リ
﹂
と
い

う
点
だ
︒
す
べ

て
が
リ
モ
ー
ト

と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
︒

　

リ
モ
ー
ト
か

リ
ア
ル
か
で
は
︑

あ
る
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
支
部
が

９
月
下
旬
に
支
部
会
員
を
対
象

に
面
白
い
調
査
を
行
っ
た
︒
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
結
果
の

前
に
︑
支
部
の
概
要
を
紹
介
し

て
お
こ
う
︒会
員
数
は
80
社（
支

店
や
営
業
所
会
員
も
あ
る
）で
︑

各
社
の
平
均
保
有
台
数
は
約
22

台
︒
そ
の
う
ち
最
小
規
模
は
最
低

保
有
台
数
割
れ
が
１
社
あ
り
︑
最

大
規
模
は
１
０
０
台
以
上
が
１
社

と
い
う
分
布
だ
︒

　

こ
の
調
査
は
デ
ジ
タ
ル
化
う
ん

ぬ
ん
と
い
っ
た
大
上
段
に
構
え
た

も
の
で
は
な
い
︒
支
部
事
務
局
か

ら
会
員
へ
の
連
絡
で
︑
現
在
行
っ

て
い
る
直
接
郵
送
や
︑
各
班
長
を

経
由
し
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
連
絡
を

電
子
メ
ー
ル
に
切
り
替
え
て
効
率

化
を
図
り
︑
経
費
を
削
減
す
る
目

的
で
希
望
を
調
査
し
た
も
の
だ
︒

有
効
回
答
53
社
の
う
ち
︑﹁
メ
ー

ル
希
望
﹂
36
％
︑﹁
メ
ー
ル
と
Ｆ

Ａ
Ｘ
併
用
﹂34
％
︑﹁
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
﹂

30
％
︒
さ
ら
に
支
部
主
催
の
研
修

会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
︑﹁
Ｗ

ｅ
ｂ
希
望
﹂
36
％
︑﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
も

可
能
だ
が
会
場
で
希
望
﹂
25
％
︑

﹁
会
場
で
﹂
26
％
︑
無
回
答
13
％

だ
っ
た
︒

　

ち
な
み
に
︑
支
部
会
員
80
社
の

経
営
者
の
推
定
年
齢
の
平
均
は
60

歳
代
前
半
︑
そ
の
う
ち
地
元
事
業

者
だ
け
な
ら
60
歳
代
後
半
︑
営
業

所
長
ク
ラ
ス
が
50
歳
代
前
半
で
あ

る
︒
若
い
経
営
者
ほ
ど
メ
ー
ル
や

Ｗ
ｅ
ｂ
希
望
が
多
い
︒
企
業
経
営

も
業
界
団
体
の
運
営
も
︑
リ
モ
ー

ト
と
リ
ア
ル
の
バ
ラ
ン
ス
よ
い
併

用
が
必
要
な
よ
う
だ
︒

第
267
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リモートとリアル 業界の現状

　

ト
ラ
ッ
ク
の

車
体
か
ら
ホ
イ

ー
ル
付
き
の
タ

イ
ヤ
を
外
す
時

は
︑
ホ
イ
ー
ル

の
ボ
ル
ト
穴
に
固
定
さ
れ
た
ナ
ッ
ト
の
形
状

を
確
認
し
て
か
ら
︑
タ
イ
ヤ
の
脱
着
作
業
に

取
り
か
か
り
ま
す
︒

　

現
在
︑
ナ
ッ
ト
に
は
２
種
類
の
規
格
が
あ

り
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
︑
い
わ
ゆ
る
２
㌧

車
や
４
㌧
車
（
車
両
総
重
量
８
㌧
未
満
）
に

装
着
さ
れ
る
ホ
イ
ー
ル
は
す
べ
て
﹁
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
品
﹂
で
︑
使
用
す
る
ナ
ッ
ト
の
裏
側
に

は
斜
め
の
切
り
込
み
が
入
っ
て
い
ま
す
︒
ホ
イ

ー
ル
の
ボ
ル
ト
穴
も
球
面
座
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
︑
ナ
ッ
ト
を
奥
ま
で
回
し
て
い
け
ば
︑
ガ

ッ
チ
リ
と
固
定
さ
れ
ま
す
︒

Ｏ
規
格
品
の
ホ
イ
ー
ル
が
混
在
し
ま
す
︒
２
０
０

９
年
以
降
に
発
売
さ
れ
た
車
両
総
重
量
８
㌧
以

上
の
ト
ラ
ッ
ク
に
は
︑
す
べ
て
新
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
品
の
ホ
イ
ー
ル
が
装
着
さ
れ
︑
使
わ
れ
る
ナ

ッ
ト
の
裏
側
は
平
面
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
ホ
イ
ー

ル
の
ボ
ル
ト
穴
も
平
面
座
で
︑取
り
付
け
る
際
は

﹁
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ホ
イ
ー
ル
ガ
イ
ド
﹂
と
呼
ば
れ
る
金

属
製
の
棒
が
必
要
で
す
︒

　

特
に
重
要
な
の
が
後
輪
で
す
︒
と
り
わ
け
後

輪
の
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
は
︑
新
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
品

の
場
合
︑
外
側
の
ナ
ッ
ト
だ
け
で
２
本
の
ホ
イ
ー

ル
付
き
タ
イ
ヤ
を
固
定
し
ま
す
︒
ナ
ッ
ト
の
回
し

方
は
乗
用
車
と
同
じ
右
ネ
ジ
︒
つ
ま
り
﹁
右
に

回
す
と
締
ま
り
︑左
に
回
す
と
緩
む
﹂方
式
で
す
︒

２
本
の
ホ
イ
ー
ル
付
き
タ
イ
ヤ
を
ボ
ル
ト
奥
ま

で
入
れ
込
ん
だ
後
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ホ
イ
ー
ル
ガ
イ
ド

を
上
下
の
ボ
ル
ト
に
差
し
込
み
︑
２
本
の
ホ
イ

　

ま
た
︑
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
品
は
ナ
ッ
ト
の
回
し
方

も
変
則
的
で
︑﹁
車
両
進
行
方
向
に
回
せ
ば
締

ま
り
︑
後
方
に
回
す
と
緩
む
﹂
方
式
で
す
︒
つ

ま
り
︑
車
体
の
右
側
は
右
ネ
ジ
︑
左
側
は
左
ネ

ジ
で
す
︒
車
両
総
重
量
が
５
~
８
㌧
未
満
の
ト

ラ
ッ
ク
で
は
︑
す
べ
て
こ
の
回
し
方
で
タ
イ
ヤ
の

脱
着
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
品

の
特
徴
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
脱
着
作
業
を
す
る
上
で
︑

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
品
の
ホ
イ
ー
ル
に
つ
い
て
の
知
識
は

基
本
中
の
基
本
で
す
︒
も
し
︑
こ
の
知
識
が
な

い
場
合
︑
も
う
ひ
と
つ
の
規
格
で
あ
る
﹁
新
・

Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
品
﹂
の
ホ
イ
ー
ル
が
装
着
さ
れ
た

ト
ラ
ッ
ク
の
脱
着
作
業
は
︑
タ
イ
ヤ
の
プ
ロ
に
任

せ
る
べ
き
で
す
︒

　

じ
つ
は
︑
車
両
総
重
量
８
㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ

ク
に
関
し
て
は
︑
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
品
と
新
・
Ｉ
Ｓ

ー
ル
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合
わ
さ
る
よ
う
に
固
定
し
て

か
ら
︑
ナ
ッ
ト
を
締
め
始
め
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
ガ
イ
ド
左
右
の
ナ
ッ
ト
４
個
を
﹁
奥

ま
で
﹂
手
締
め
し
︑
さ
ら
に
エ
ア
ー
式
イ
ン
パ
ク

ト
な
ど
で
軽
く
締
め
ま
す
︒
次
に
︑
ガ
イ
ド
を

外
し
︑
残
り
の
ナ
ッ
ト
を
同
様
に
締
め
た
後
︑

最
後
に
全
周
の
ナ
ッ
ト
に
対
し

て
︑
適
正
な
ト
ル
ク
値
で
締
め

付
け
を
行
い
ま
す
︒

　

も
ち
ろ
ん
作
業
の
前
に
は
︑

ホ
イ
ー
ル
や
ボ
ル
ト
に
付
着
し

た
金
属
粉
（
サ
ビ
な
ど
）
は
エ

ア
ー
を
吹
き
か
け
て
除
去
し
︑

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
潤
滑
剤

を
ボ
ル
ト
に
塗
っ
て
お
き
ま
す
︒

　

私
も
同
様
の
作
業
を
日
々
行

っ
て
い
ま
す
が
︑
新
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ

規
格
品
の
ホ
イ
ー
ル
に
関
し
て

は
︑
一
度
も
ナ
ッ
ト
が
緩
ん
だ
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
︑
自
家

整
備
の
場
合
は
ぜ
ひ
参
考
に
し

て
み
て
く
だ
さ
い
︒
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「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ホ
イ
ー
ル
ガ
イ
ド
」を
使
っ
て
い
ま
す
か
？

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①下り坂はスピードが出やすいので、エンジンブレー
キや排気ブレーキを活用し、スピードを適切にコン
トロールすることが大切です。また、前車がいる場合
は、カーブの手前で減速することが考えられるので、
あらかじめ十分な車間距離をとっておきましょう。な
お、下り坂でフットブレーキを多用すると、「フェード
現象」や「ベーパーロック現象」を引き起こし、ブレー
キが効かなくなるケースがあるので注意してくださ
い。

②早朝の山間部は積雪していない場合でも、融けた雪
が凍って路面が凍結していることがあります。冬期の
山間部、トンネルの出入口、橋の上や切り通し、日陰
の部分や交差点とその付近は特に凍結しやすくなり
ます。凍結路はわずかな操作ミスがスリップ事故に
繋がることから、このような場所を走行する時は、ス
ピードを落として丁寧な運転を心がけましょう。また、
ハンドルを切り返すS字カーブは、横転しやすいとい
われているので、ハンドル操作をできるだけ少なく
するよう心がけましょう。

③右カーブでは、目の錯覚で対向車線の方が広く見え
ることから、対向車線にはみ出しやすくなります。特
にトラックは車幅が広いため、車体の一部がはみ出
すおそれもあり、対向車が接近してきた場合、衝突

①カーブの手前や途中で減速した前車に追突する
危険があります（図１）。

②凍結した路面でスリップしたり、横転する危険が
あります（図2）。

③カーブでセンターラインをはみ出し、対向車と衝
突する危険があります（図3）。

　あなたは、早朝、カーブが続く山間部の
下り坂を走行しています。先ほどから小雪
がちらつき始めました。この場面にはどの
ような危険がありますか。また、危険を避け
るためにはどのような運転をすればよいで
しょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

する危険があります。ミラーでセンターライン
の位置を確かめるなどして、対向車線にはみ
出すことがないよう慎重な運転を徹底しまし
ょう。

　

令
和
元
年
度
の
車
輪
脱
落

事
故
（
１
１
２
件
）
を
タ
イ

ヤ
脱
着
作
業
実
施
者
別
に
み

る
と
︑
運
送
事
業
者
な
ど
大

型
車
ユ
ー
ザ
ー
が
交
換
し
た

も
の
（
57
件
）
が
全
体
の
約

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
タ
イ
ヤ
交
換
か
ら

２
か
月
以
内
に
約
８
割
が
脱

落
事
故
を
起
こ
し
て
い
ま
す
︒

　

自
社
で
タ
イ
ヤ
交
換
を
行

う
運
送
事
業
者
は
︑
タ
イ
ヤ

交
換
時
に
﹁
タ
イ
ヤ
交
換
作

業
管
理
表
﹂（
図
１
）
を
活

用
し
て
作
業
を
行
う
な
ど
︑

正
し
い
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
を

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
︒

☆
「
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
管

理
表
」
を
活
用
し
た
タ
イ

ヤ
交
換
作
業
の
仕
方

・ 

自
社
で
大
型
車
の
タ
イ
ヤ

交
換
作
業
を
行
う
と
き

は
︑
作
業
者
に
﹁
タ
イ
ヤ

交
換
作
業
管
理
表
﹂
に
沿

っ
て
作
業
を
実
施
さ
せ
︑

そ
の
結
果
を
記
録
さ
せ
る
︒

・ 

タ
イ
ヤ
交
換
作
業
完
了

後
︑
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
管

理
表
を
も
と
に
適
正
な
タ

イ
ヤ
交
換
作
業
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
︒

・ 

タ
イ
ヤ
交
換
管
理
作
業
表

を
使
用
し
て
︑
増
し
締
め

の
実
施
結
果
を
記
録
す
る
︒

・ 

点
検
実
施
者
に
﹁
日
常
点

検
表
﹂（
図
２
）
を
使
用

し
て
︑﹁
デ
ィ
ス
ク
・
ホ
イ

ー
ル
の
取
付
状
態
﹂
の
点

検
を
確
実
に
行
う
︒

・ 

増
し
締
め
実
施
後
︑
ホ
イ

ー
ル
・
ナ
ッ
ト
へ
の
マ
ー
キ

ン
グ
を
施
す
︒
ま
た
は
︑

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ

ー
を
活
用
し
た
マ
ー
キ
ン

グ
の
ず
れ
の
確
認
手
法
に

よ
り
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
の
緩
み
の
点
検
を
確
実

に
実
施
す
る
︒

 　
全
ト
協
で
は
︑
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
﹁
事
故
防
止
特

設
ペ
ー
ジ
﹂
を
開
設
し
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
日
常
点
検

の
方
法
に
つ
い
て
ま
と
め
た

動
画
を
閲
覧
で
き
る
ペ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す
︒
冬
期
の

事
故
防
止
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
︒

◇
事
故
防
止
特
設
ペ
ー
ジ

◇
タ
イ
ヤ
交
換
管
理
作
業
表

と
日
常
点
検
表

◇
﹁
日
常
点
検
﹂
及
び
﹁
雪

道
対
策
﹂
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制

作
し
ま
し
た

　

令
和
元
年
度
の
大
型
車
（
車
両
総
重
量
８
ト
ン
以
上
の

ト
ラ
ッ
ク
等
）
の
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
折
損
等
に
よ
る
車

輪
脱
落
事
故
発
生
件
数
は
１
１
２
件
と
な
り
︑
平
成
11
年

度
か
ら
の
統
計
上
最
大
の
件
数
と
な
り
ま
し
た
︒

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
︑
国
土
交
通
省
で
は
令
和
３
年

２
月
28
日
ま
で
︑﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
を
展
開
し
て
い
ま
す
︒

　

冬
期
（
10
月
〜
２
月
）
に
発
生
す
る
こ
と
の
多
い
車
輪

脱
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
の﹁
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
﹂に
つ
い
て
︑

社
内
の
整
備
管
理
者
︑
運
転
者
お
よ
び
タ
イ
ヤ
交
換
作
業

者
に
対
し
て
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
日
本
自
動
車
工
業
会
作
成
の
チ
ラ
シ
﹁
大
型

車
の
車
輪
脱
落
事
故
０
（
ゼ
ロ
）
へ
﹂（
写
真
上
）
を
封

入
し
て
い
ま
す
︒
同
チ
ラ
シ
を
活
用
し
︑
事
故
防
止
対
策

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
︒

タ
イ
ヤ
交
換
か
ら
２
か
月
以
内
に
約
８
割
が
脱
落

「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
に
係
る　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
令
和
２
年
度
緊
急
対
策
」
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
！

啓
発
チ
ラ
シ
を
本
紙
に
封
入

1
徹
底
し
よ
う
！　

車
輪
脱
落
を
防
ぐ
、
４
つ
の
ル
ー
ル

2
自
社
で
タ
イ
ヤ
交
換
し
た
車
両
に
よ
る
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
今
年
度
の
追
加
対
策

別紙１（様式例）

○

○

※

※

○

○

■

△
N･m

■

※

■

△

注

清

掃

の

実

施

ハブ面

ディスク・ホイール取付面の錆や泥、ゴミなどを

取り除く。

ハブのはめ合い部（インロー部）の錆やゴミ、泥

などを取り除く。

ディスク・ホイール

ホイール・ボルト、ナット

ホイール・ナットの当たり面、ハブ取付面の錆や

ゴミ、泥などを取り除く。

取

付

ホイール・ナットの増し締め
保

守

ホイール・ナット

座金（ワッシャ）とナットとのすき間にエンジン

オイルなどの潤滑剤を薄く塗布する。

タイヤ交換作業時の締め付けトルク値

ネジ部にエンジンオイルなどの潤滑剤を薄く塗布

する。

タタイイヤヤ交交換換作作業業管管理理表表

登登 録録 番番 号号 又又 はは 車車 番番

作作 業業 実実 施施 者者 名名

実実施施日日　　令令和和

整整備備管管理理者者確確認認欄欄

ハブ面

確認・作業内容
結　果

（実施✓・交換×）

ディスク・ホイールの取付面に著しい摩耗や損傷

がないかを確認

実施箇所

年年　　　　月月　　　　日日  

ねじ部につぶれや、やせ、かじりなどがないかを

確認

ナットの座面部（球面座）に錆や傷、ゴミがない

かを確認

ディスク・ホイール

ホイール・ボルト、ナット

ボルト穴や飾り穴のまわりに亀裂や損傷がないか

を確認

ホイール・ボルト、ナットの錆やゴミ、泥などを

取り除く。

ホイール・ナットの当たり面に亀裂や損傷、摩耗

がないかを確認

溶接部に亀裂や損傷がないかを確認

○

規定の締め付けトルク値は、車両の「タイヤ空気圧ラベル」の近くに表示されています。

対角線順に2～3回に分けて締め付けること（最後の締め付けはトルクレンチで規定トルクで締め付ける）。

油

脂

類

塗

布

の

実

施
ハブ

ホイール・ナットの締め付け

ハブのはめ合い部（インロー部）に、グリースを

薄く塗布する。

タイヤ交換後、50～100km走行後の増し締めを実

施する。

ネジ部にエンジンオイルなどの潤滑剤を薄く塗布

する。

点

検

の

実

施
亀裂、損傷がないかを確認

ハブへの取付面とディスク・ホイール合わせ面に

摩耗や損傷がないかを確認

ボルトの伸び、著しい錆がないかを確認

ナットの座金（ワッシャ）が、スムーズに回転す

るかを確認

この内容に沿ったものであれば、自社の様式を使用してもよい。

ホイール・ボルト

座面部（球面座）にエンジンオイルなどの潤滑剤

を薄く塗布する。

JIS方式が対象。

ISO方式が対象。ハブのディスク・ホイール取付面、ホイール合わせ面、ホイールと座金（ワッシャ）との当たり面

には、塗装、エンジンオイルなどの油脂類の塗布を行わないよう注意すること。

別紙２（様式例）

踏みしろ

ブレーキのきき

かかり具合

異音

※ 低速、加速の状態

※ 噴射状態

※ 拭き取りの状態

○ 空気圧力の上がり具合

○ 排気音

※ 液量

液量

※ 液量

※ リザーバ・タンク内の液量

※ エンジン・オイルの量

張り具合

損傷

点灯・点滅具合

汚れ

損傷

空気圧

ナット緩み・脱落

ボルト付近さび汁

ボルト突出不揃い、折損

亀裂

損傷

異状な摩耗

※ 溝の深さ

○ タンク内の凝水

※

※

※印の点検は、当該自動車の走行距離・運行時の状態等から判断した適切な時期に行うことで足りる。

○印の項目はエア・ブレーキを用いた自動車の点検項目を示す。

□印の点検は、車両総重量８トン以上又は乗車定員30人以上に該当する車両の場合は必ず実施すること。

注．ディスク・ホイールの取付状態の点検項目が細分化された内容が点検されるようになっていれば、自社の様式を使用してもよい。

ブレーキのリザーバ・タンク

空気圧力計

エア・タンク

点灯・点滅具合、汚れ、損傷

車

の

周

り

か

ら

の

点

検

ブレーキ・バルブ

ウィンド・ウォッシャ・タンク

バッテリ

ラジエータなどの冷却装置

潤滑装置

運

転

席

で

の

点

検

エ

ン

ジ

ン

・

ル

!

ム

の

点

検

登登録録番番号号又又はは車車番番

点点検検実実施施者者（（運運転転者者））名名

ワイパー

ブレーキ・ペダル

駐車ブレーキ・レバー

(パーキング・ブレーキ・レバー)

ファン・ベルト

実実施施日日　　令令和和

日日常常点点検検表表

運運行行管管理理者者（（補補助助者者））確確認認欄欄

整整備備管管理理者者（（補補助助者者））確確認認欄欄

点検箇所

年年　　　　月月　　　　日日  

点検項目
点検結果

(○・×)

ブレーキ・ペダル
ブレーキ・ドラムとライニングと

のすき間

前日・前回の運行において

異状が認められた箇所

○

原動機(エンジン）
※ かかり具合、異音

ウィンド・ウォッシャ

引きしろ（踏みしろ）

タイヤ

□ ディスク・ホイールの取付状態

亀裂、損傷

ブレーキ・チャンバのロッドのス

トローク

踏みしろ、ブレーキのきき

灯火装置（前照灯・車幅灯・尾灯・制

動灯・後退灯・番号灯・側方灯・反射

器）、方向指示器

※ 張り具合、損傷

「ち」ゃんと増し締め 交換後⇒50～100km
走行後に、しっかり増し締めを

「い」や待てよ？ ボルトとナットは適正か？
⇒ホイールに適合したボルト、ナットを

「お」きまりのトルクできちんと締め付けて
⇒規定のトルクで確実な締め付けを

「な」っと（ナット）見て ボルト触って さ
あ出発！⇒１日１回の日常点検を

図１

図２

ホイールナット
　　　マーカーとは

ナットの緩みがひと目で分かる！

（連結式ナット回転指示インジケーター）

・ナットの締め付け力が大幅に低下すると、
ナットが回転し始めインジケーターが変
形します。
・点検ハンマーによる打音点検と同等に緩
みを検出可能。
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こ
こ
で
は
︑
国
土
交
通
省
通
達
﹁
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
標
準
的
な

運
賃
に
つ
い
て
﹂
を
も
と
に
︑
標
準
的
な
運
賃
の
具
体
的
な
適
用
方
法
に
つ
い
て
紹
介

す
る
︒
運
賃
・
料
金
の
設
定
の
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

　

な
お
︑
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
解
説
書
テ

キ
ス
ト
（
会
員
専
用
）
を
参
照
の
こ
と
︒

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑
一
般

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が

一
般
的
な
バ
ン
型
車
両
を
貸

し
切
っ
て
運
送
す
る
場
合
を

念
頭
に
︑﹁
距
離
制
運
賃
表
﹂

お
よ
び
﹁
時
間
制
運
賃
表
﹂

の
２
種
類
の
運
賃
表
を
設
定

し
て
い
る
︒
個
々
の
運
送
に

つ
い
て
い
ず
れ
の
運
賃
表
を

適
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
︑

運
送
す
る
貨
物
の
種
類
︑量
︑

距
離
︑
交
通
事
情
お
よ
び
運

送
に
付
帯
す
る
荷
役
作
業
な

ど
の
諸
条
件
を
勘
案
し
︑
荷

主
と
の
契
約
の
中
で
決
定
す

る
こ
と
と
な
る
︒

　

ま
た
︑標
準
的
な
運
賃
は
︑

人
件
費
や
物
価
等
の
地
域
差

　

標
準
的
な
運
賃
に
お
い
て

は
︑
休
日
割
増
と
し
て
︑
人

件
費
構
成
比
お
よ
び
法
定
割

増
率
を
参
考
に
割
増
率
（
２

割
）
を
設
定
し
た
︒
当
該
割

増
率
を
適
用
す
る
基
準
運
賃

定
に
係
る
原
価
計
算
に
お
い

て
︑
基
準
と
し
た
燃
料
費
を

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
基
準

（
距
離
制
運
賃
表
）

　

距
離
制
運
賃
表
に
お
け
る

運
送
キ
ロ
程
の
計
算
は
︑
１

車
１
回
の
運
送
で
︑
発
地
で

貨
物
を
車
両
に
積
み
込
ん
で

か
ら
︑
着
地
で
車
両
か
ら
貨

物
を
取
り
卸
す
ま
で
の
キ
ロ
程

（
貨
物
を
積
載
し
て
実
際
に

走
行
し
た
キ
ロ
程
）に
よ
る
︒

（
時
間
制
運
賃
表
）

　

時
間
制
運
賃
表
に
お
け
る

走
行
キ
ロ
お
よ
び
作
業
時
間

の
計
算
は
︑
使
用
車
両
が
荷

主
の
指
定
し
た
場
所
に
到
達

し
た
時
か
ら
︑
そ
の
作
業
が

終
了
し
て
車
庫
に
帰
着
す
る

ま
で
に
つ
い
て
行
う
︒

　

な
お
︑
４
時
間
制
の
場
合

で
あ
っ
て
︑
午
前
か
ら
午
後

に
わ
た
る
場
合
は
︑
以
後
の

車
両
の
使
用
が
保
証
さ
れ
な

い
こ
と
を
踏
ま
え
︑
正
午
か

ら
起
算
し
た
時
間
に
よ
り
加

算
額
を
計
算
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
︒

　

標
準
的
な
運
賃
に
お
い
て

は
︑
一
般
的
な
バ
ン
型
車
両

を
念
頭
に
運
賃
表
を
設
計
し

て
い
る
が
︑
同
様
の
構
造
の

冷
蔵
・
冷
凍
車
を
使
用
す
る

場
合
に
つ
い
て
は
︑
原
価
調

を
考
慮
し
︑
各
地
方
運
輸
局

の
管
轄
区
域
ご
と
に
10
ブ
ロ

ッ
ク
別
の
運
賃
を
設
定
し
て

い
る
︒
運
送
事
業
者
に
お
い

て
は
︑
運
送
を
行
う
車
両
が

配
置
さ
れ
て
い
る
営
業
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
各
地
方

運
輸
局
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
運
賃

を
参
考
に
︑
運
賃
を
設
定
す

る
こ
と
と
な
る
︒

　

標
準
的
な
運
賃
が
告
示
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
︑
運
送
事

業
者
と
し
て
は
︑運
賃
表
や
︑

標
準
的
な
運
賃
の
前
提
と
な

る
原
価
等
の
考
え
方
を
踏
ま

え
︑
自
社
の
運
送
に
係
る
費

用
等
の
実
態
を
踏
ま
え
た
運

賃
の
設
定
を
検
討
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
︒

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑
運
送

事
業
者
が
法
令
を
遵
守
し
て

持
続
的
に
事
業
を
運
営
す
る

際
の
参
考
と
な
る
運
賃
を
示

す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

運
送
事
業
者
が
こ
れ
を
活
用

す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
運
賃

お
よ
び
料
金
の
種
類
︑
額
な

ら
び
に
適
用
方
法
等
に
つ
い

て
届
出
を
行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

運
賃
・
料
金
の
届
出
に
際

し
て
は
︑﹁
運
賃
料
金
変
更

届
出
書
﹂﹁
運
賃
料
金
適
用

方
﹂
を
作
成
し
︑
新
運
賃
・

料
金
設
定
後
30
日
以
内
に
地

方
運
輸
支
局
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
︒

　

標
準
的
な
運
賃
を
使
用
す

る
場
合
の
運
賃
料
金
変
更
届

出
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑

図
１
の
通
り
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
添
付
書
類
と
し
て

提
出
す
る
運
賃
料
金
適
用
方

の
作
成
に
つ
い
て
は
︑
①
全

ト
協
解
説
書
テ
キ
ス
ト
巻
末

附
属
資
料
を
参
考
に
作
成
︑

②
自
社
独
自
の
数
字
を
設
定

し
て
作
成
︱
︱
の
２
つ
の
手

法
が
あ
る
︒

　

詳
細
は
︑
全
ト
協
解
説
書

テ
キ
ス
ト
を
参
照
の
こ
と（
図

１
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
ら
閲
覧
可
能
）︒

③
特
殊
車
両
割
増

査
の
結
果
に
基
づ
き
割
増
率

（
２
割
）を
設
定
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
こ
れ
以
外
の
特
殊

な
車
両
を
使
用
す
る
場
合
に

つ
い
て
は
︑
別
途
原
価
計
算

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
︒

額
は
︑
日
曜
・
祝
祭
日
の
０

時
か
ら
24
時
ま
で
の
間
に
運

送
し
た
距
離
に
対
応
し
た
運

賃
額
と
な
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
︑
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に

よ
り
設
け
ら
れ
た
﹁
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
制
度
﹂
に

基
づ
き
︑
今
年
４
月
に
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
を
行
い
ま

し
た
︒

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑
運
送
事
業
者
が
法
令
を
遵
守
し

て
持
続
的
に
事
業
を
運
営
す
る
際
の
参
考
と
な
る
運
賃

を
示
す
こ
と
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
取
引

の
適
正
化
・
労
働
条
件
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
に
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
︒

　

本
特
集
で
は
３
回
に
わ
た
り
︑
標
準
的
な
運
賃
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
︒
取
引
の
適
正
化
を
通
じ
て
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
を
改
善
し
︑
持
続
可
能
な

物
流
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
︑
標
準
的
な
運
賃
の
活

用
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
︒

　

今
回
は
︑
標
準
的
な
運
賃
の
届
け
出
に
向
け
た
具
体

的
な
手
続
き
と
運
賃
料
金
適
用
方
の
解
説
等
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
︒
な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
で
は
︑
運
賃
表
や
届
出
様
式
︑

計
算
シ
ー
ト
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑﹁
標
準
的

な
運
賃　

普
及
セ
ミ
ナ

ー
﹂
動
画（
会
員
専
用
）

や
解
説
書
テ
キ
ス
ト

（
同
）
な
ど
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒

原
価
・
利
潤
の
考
え
方
に
即
し
て

原
価
・
利
潤
の
考
え
方
に
即
し
て

運
賃
・
料
金
の
設
定
を

運
賃
・
料
金
の
設
定
を

運
賃
・
料
金
設
定
後

運
賃
・
料
金
設
定
後
3030
日
以
内
に

日
以
内
に

地
方
運
輸
支
局
へ
の
届
出
を

地
方
運
輸
支
局
へ
の
届
出
を

2
標
準
的
な
運
賃
の
具
体
的
な
適
用
方
法
に
つ
い
て

1
標
準
的
な
運
賃
を
活
用
す
る
た
め
の
届
出
・
手
続
き

①
適
用
す
る
運
送

④
休
日
割
増

②
キ
ロ
程
等
の
計
算

運賃表や届出様式などはこ
ちらのQRコードからご覧い
ただけます。

図１　運賃料金変更届出書の作成（標準的な運賃を適用する場合）

※標準的な運賃以外の運賃・料金を届け出る場合は、従来の様式をご使用ください。

第
２
回　
「
標
準
的
な
運
賃
」
の
届
出
・
適
用
方
法

トラック運送業に係る「標準的な運賃」の届出に向けてトラック運送業に係る「標準的な運賃」の届出に向けて特
集
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翌夜着 最速

「物効法対応ご相談ください」 
「運行の省力化・効率化に！」
「労働管理強化に！」

「物効法対応ご相談ください」 

　「運行の省力化・効率化に！」
「労務管理強化に！」

東京東京
有明有明 （ ）福岡福岡

かんだかんだ

苅田苅田九州

ポイントポイント

運航スケジュール運航スケジュール

当日 21:00集荷日 翌日 22:30
翌日
ミッドナイト配送　

３日目06：00３日目朝一配送 翌日04：30 集荷日
※宇野港へは上りで週一便寄港

東京港 苅田港首都圏 九州全域

ドライバーズルーム完全個室
完全個室化でくつろげる空間に

25.5 h!

　

上りのみ寄港

苅田

宇野

東京東京～苅田航路

デイリー運航！

mail : molf.tokyobk@molgroup.com営業二部  TEL:03 -6774-6886
苅田支店  TEL:093-434-5118

ご予約・お問い合わせ・メールアドレスご予約・お問い合わせ・メールアドレス

　

標
準
的
な
運
賃
に
お
い
て

は
︑
深
夜
・
早
朝
割
増
と
し

て
︑
人
件
費
構
成
比
お
よ
び

法
定
割
増
率
を
参
考
に
割
増

率
（
２
割
）
を
設
定
し
た
︒

　

当
該
割
増
率
を
適
用
す
る

基
準
運
賃
額
は
︑
午
後
10
時

か
ら
午
前
５
時
ま
で
の
間
に

運
送
し
た
距
離
に
対
応
し
た

運
賃
額
と
な
る
︒

　

発
地
ま
た
は
着
地
に
お
い

て
︑
待
機
時
間
が
30
分
を
超

え
る
場
合
に
お
け
る
30
分
ご

と
の
料
金
と
し
て
︑
30
分
当

た
り
の
基
準
外
人
件
費
に
利

益
率
を
加
味
し
て
算
出
し
た
︒

　

実
際
の
待
機
時
間
料
の
算

定
は
︑
荷
主
と
の
間
で
定
め

ら
れ
た
場
所
お
よ
び
時
間
に

車
両
が
到
着
し
て
か
ら
︑
荷

主
側
の
責
に
よ
っ
て
30
分
を

超
え
て
待
機
し
た
場
合
に
お

い
て
︑
30
分
ま
で
ご
と
に
発

生
し
た
待
機
時
間
に
応
じ
た

料
金
を
収
受
す
る
︒
た
だ
し
︑

運
送
事
業
者
側
が
約
束
の
時

間
前
に
車
両
を
到
着
さ
せ
る

よ
う
な
場
合
は
荷
主
側
の
責

に
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か

ら
︑
待
機
時
間
料
の
算
定
の

　

積
込
み
︑
取
卸
し
そ
の
他

附
帯
業
務
に
係
る
具
体
的
な

料
金
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
作
業

・
業
務
の
内
容
に
応
じ
て
要

す
る
コ
ス
ト
が
様
々
で
あ
る

た
め
︑
運
送
事
業
者
に
お
い

て
︑
適
切
に
設
定
を
行
う
必

要
が
あ
る
︒

定
に
係
る
原
価
計
算
に
お
い

て
︑
基
準
と
し
た
燃
料
費
を

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
基
準

価
格
と
し
て
設
定
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
︒

対
象
外
と
な
る
︒

　

従
来
の
商
慣
習
上
︑
運
送

に
一
定
の
資
格
や
措
置
を
要

す
る
場
合
な
ど
︑
個
々
の
運

送
の
実
情
に
よ
る
コ
ス
ト
の

変
動
に
応
じ
て
︑
前
述
の
内

容
に
含
ま
れ
な
い
運
賃
計
算

方
法
の
特
例
や
︑
各
種
割
増

（
品
目
別
割
増
︑
冬
期
割
増

等
）・
割
引
等
が
行
わ
れ
る

場
合
が
あ
る
︒
運
送
事
業
者

に
お
い
て
は
︑
自
ら
行
う
運

送
の
実
態
等
に
応
じ
て
適
切

な
運
賃
表
の
適
用
方
法
を
設

定
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

標
準
的
な
運
賃
の
設
定
に

係
る
原
価
計
算
に
お
い
て
は
︑

燃
料
費
を
１
０
０
円
と
し
て

算
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
基
準

価
格
も
１
０
０
円
と
し
て
設

定
し
て
い
る
︒
各
運
送
事
業

者
が
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を

導
入
す
る
際
は
︑
当
該
運
送

事
業
者
が
自
社
の
運
賃
の
設

　

有
料
道
路
利
用
料
︑
フ
ェ

リ
ー
利
用
料
等
に
つ
い
て
は
︑
運
賃
と
は
別
に
実
費
と
し
て

収
受
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

標
準
的
な
運
賃
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑

そ
の
特
性
に
伴
う
留
意
点
が
あ
り
ま
す
︒
適
用
に

際
し
て
は
︑
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
︒

■ 

元
請
事
業
者
の
管
理
料
を
含
ま
な
い

　

標
準
的
な
運
賃
は
︑
実
運
送
事
業
者
の
原
価
を

基
礎
に
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
︑
元
請
事
業
者
の

管
理
費
用
に
つ
い
て
は
︑
標
準
的
な
運
賃
を
基
礎

に
︑
管
理
費
と
し
て
割
増
率
を
乗
じ
る
か
︑
一
定

額
を
加
算
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
算
出
し
ま
す
︒

■ 

車
庫
等
か
ら
荷
主
指
定
場
所
ま
で
の
時
間
費
用

お
よ
び
走
行
費
用
を
含
ま
な
い

　

標
準
的
な
運
賃
に
は
︑
車
庫
等
か
ら
荷
主
の
指

定
場
所
ま
で
の
移
動
時
間
︑
走
行
に
係
る
原
価
が

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
︒

　

別
途
当
事
者
同
士
の
取
り
決
め
に
よ
り
︑
同
原

価
を
回
収
す
る
た
め
に
︑
①
実
費
と
し
て
収
受
︑

②
実
車
キ
ロ
程
に
加
算
す
る
︱
︱
な
ど
の
方
法
に

よ
り
︑
別
途
収
受
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

■ 

距
離
制
運
賃
に
は
積
込
料
・
取
卸
料
、
附
帯
作

業
料
を
含
ま
な
い

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
当
該
作
業
を
実
施
す

る
場
合
︑﹁
時
間
費
用
＋
作
業
代
金
﹂
を
収
受
し

ま
す
︒
荷
主
が
当
該
作
業
を
実
施
す
る
場
合
で
も
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
立
ち
会
う
時
間
が
一
定
以

上
発
生
す
る
場
合
に
は
︑﹁
時
間
費
用
﹂
を
収
受

し
ま
す
︒

■ 

時
間
制
運
賃
で
は
﹁
Ⅳ　

待
機
時
間
料
﹂
を
使

用
し
な
い

　

時
間
制
運
賃
に
お
い
て
は
︑
待
機
時
間
料
は
基

礎
作
業
時
間
に
係
る
基
礎
額
お
よ
び
基
礎
作
業
時

間
を
超
え
た
場
合
の
加
算
額
に
よ
り
収
受
す
る
こ

と
か
ら
︑﹁
Ⅳ　

待
機
時
間
料
﹂（
令
和
２
年
国
土

交
通
省
告
示
第
５
７
５
号
）
の
単
価
を
適
用
し
ま

せ
ん
︒

■ 

中
長
距
離
帯
の
距
離
制
運
賃
は
往
復
と
も
高
速

利
用
が
前
提

　

距
離
制
運
賃
は
︑
高
速
道
路
の
利
用
を
前
提
と

し
た
平
均
速
度
に
よ
り
︑所
要
時
間
（
拘
束
時
間
）

の
計
算
が
さ
れ
て
い
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑
往
復
で

高
速
道
路
利
用
が
で
き
な
い
場
合
に
は
︑
標
準
的

な
運
賃
の
算
出
前
提
で
あ
る
所
要
時
間
を
超
過
し
︑

必
要
な
原
価
分
を
収
受
で
き
ま
せ
ん
︒

　

ま
た
︑
標
準
的
な
運
賃
の
適
用
に
あ
た
り
︑
往

復
と
も
に
高
速
道
路
を
利
用
せ
ず
に
一
般
道
を
利

用
す
る
場
合
︑
基
準
運
賃
に
割
増
加
算
し
な
い
と

原
価
を
回
収
で
き
ま
せ
ん
︒

■ 

使
用
車
両
の
最
大
積
載
量
を
踏
ま
え
た
適
用

　

荷
主
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
︑
使
用
車
両
の

最
大
積
載
量
を
踏
ま
え
︑
基
準
運
賃
の
上
限
︑
下

限
（
幅
運
賃
）
の
範
囲
で
割
引
・
割
増
を
適
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

■
フ
ェ
リ
ー
利
用
で
の
適
用

　

フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
た
運
送
区
間
が
あ
る
場
合
︑

航
路
の
海
上
キ
ロ
は
実
車
キ
ロ
程
に
含
め
ま
せ
ん
︒

　

フ
ェ
リ
ー
利
用
の
適
用
で
は
︑
①
航
路
の
前
後
の

実
車
キ
ロ
程
を
通
算
し
︑
対
応
す
る
基
準
運
賃
を

求
め
る
場
合
︑
②
フ
ェ
リ
ー
乗
船
前
の
実
車
キ
ロ
程

に
対
応
す
る
基
準
運
賃
と
フ
ェ
リ
ー
下
船
後
の
実

車
キ
ロ
程
に
対
応
す
る
基
準
運
賃
を
求
め
る
場
合

︱
︱
な
ど
が
あ
り
ま
す
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
標
準
的
な
運
賃
を
算
出

す
る
た
め
の
計
算
シ
ー
ト
（
写
真
）
を
提

供
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
は
︑
標
準
的
な
運
賃
に
つ
い
て
︑

料
金
︑
割
増
︑
割
引
等
を
反
映
し
た
計
算

シ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
運
賃

料
金
適
用
方
の
前
提
条
件
と
な
る
数
値
を

変
更
し
て
︑算
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
︒

　

計
算
シ
ー
ト
は﹁
簡
易
版
﹂﹁
詳
細
版（
割

増
︑
割
引
︑
料
金
︑
実
費
等
対
応
）﹂
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
︒
全
ト
協
﹁
標
準
的

な
運
賃
﹂
特
設
サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

ま
た
︑
全
ト
協
で
は
︑
運
賃
の
原
価
計

算
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

﹁
運
賃
原
価.com

﹂
の
中
で
︑
簡
易
的

に
原
価
計
算
を
行
え
る
表
計
算
ソ
フ
ト

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
原
価
計
算

シ
ー
ト
﹂
も
提
供
し
て
い
ま
す
（
会
員
事

業
者
の
み
）︒

　

図
２
で
は
距
離
制
運
賃
料

金
に
つ
い
て
︑
ま
た
図
３
で

は
時
間
制
運
賃
料
金
に
つ
い

て
︑
そ
れ
ぞ
れ
算
出
プ
ロ
セ

ス
を
示
し
て
い
る
︒

　

実
際
の
請
求
額
を
算
出
す

る
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
︒

⑤
深
夜
・
早
朝
割
増

⑥
待
機
時
間
料

⑦
積
込
料
、
取
卸
料
、
附
帯
業
務
料

⑩
そ
の
他

⑨
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

⑧
実
費

⑪ 

運
賃
お
よ
び
料
金
の
計
算
の
順
序

「標準的な運賃」適用の留意点「標準的な運賃」適用の留意点

「標準的な運賃」を算出するために「標準的な運賃」を算出するために
「計算シート」を活用ください！「計算シート」を活用ください！

メモ２

メモ１
図２　距離制運賃料金の算出プロセス

図３　時間制運賃料金の算出プロセス

計算シート（詳細版、一部抜粋）
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
も
う
ひ

と
つ
の
柱
が
︑﹁
女
性
用
コ
イ

ン
シ
ャ
ワ
ー
の
新
設
﹂で
あ
る
︒

　

こ
れ
ま
で
も
︑
１
階
に
コ

イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
た
（
現
在
︑
１
階
の
シ

ャ
ワ
ー
は
男
性
専
用
）
が
︑

休
憩
室
の
中
に
あ
る
た
め
︑

女
性
の
利
用
者
に
と
っ
て
は

他
の
人
か
ら
の
視
線
が
ど
う

し
て
も
気
に
な
っ
て
し
ま
う
︒

そ
こ
で
︑
２
階
に
新
た
に
女

性
用
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
を
設

置
︒
シ
ャ
ワ
ー
室
の
隣
に
は
︑

利
用
者
専
用
の
広
い
脱
衣
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
︒
脱

衣
ス
ペ
ー
ス
は
中
か
ら
施
錠

で
き
る
た
め
︑
人
の
目
を
気

に
せ
ず
に
汗
を
流
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　
﹁
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
に
は
シ

ャ
ン
プ
ー
や
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
も

そ
ろ
っ
て
お
り
︑
終
日
利
用

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
︒

女
性
用
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
を

新
設
し
た
こ
と
で
︑
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
に
も
よ
り

安
心
し
て
過
ご
せ
る
施
設
と

な
り
ま
し
た
︒
我
が
国
の
物

流
を
支
え
る
ト
ラ
ガ
ー
ル
の

皆
様
の
ご
利
用
を
︑
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
﹂（
藤

井
専
務
）

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
︑
そ
の
他
に
も
次
の
よ
う

に
様
々
な
設
備
が
刷
新
さ

れ
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

よ
り
快
適
に
過
ご
す
こ
と
の

で
き
る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
︒

・
休
憩
室
の
窓
の
ス
モ
ー
ク

ガ
ラ
ス
化
に
よ
り
︑
利
用
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

・
宿
泊
室
（
シ
ン
グ
ル
ル
ー

ム
６
室
）
全
室
に
換
気
扇
・

熱
交
換
形
換
気
機
器
を
新
設

・
従
来
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

が
あ
っ
た
場
所
を
駐
車
場
に

働
く
方
々
︑
ま
た
日
向
街
道

を
車
で
移
動
す
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方
な
ど
︑
幅
広
い
ご

利
用
が
あ
る
の
が
当
Ｔ
Ｓ
の

特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
特

に
︑
昼
間
か
ら
午
後
８
時
ぐ

ら
い
ま
で
の
ご
利
用
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
﹂（
藤
井
代
表

取
締
役
）

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
︑
よ
り
明
る

い
室
内
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑

床
や
窓
枠
を
木
目
調
に
し
た

た
め
︑
居
心
地
の
良
い
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
と
な
っ
た
︒

そ
の
ほ
か
︑
近
隣
に
お
住
ま

い
の
農
家
の
方
や
事
務
所
で

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
︑
１

階
に
あ
る
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
（
食

堂
）﹁
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
・
Ｔ
Ｓ

24
﹂
で
あ
る
︒
ま
ず
︑
照
明

　
﹁
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ

り
︑
室
内
が
明
る
く
な
っ
た

こ
と
で
︑
外
の
景
色
も
よ
り

き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
︒
当
Ｔ
Ｓ
を
利
用

さ
れ
る
お
客
様
に
は
︑
料
理

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
景
色

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
︑
当

Ｔ
Ｓ
で
の
時
間
を
ゆ
っ
た
り

と
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
﹂（
藤
井
一
・
㈲

ハ
ピ
ネ
ス
専
務
取
締
役
）

　

提
供
さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
も

充
実
し
て
い
る（
メ
モ
参
照
）

ほ
か
︑﹁
ご
飯
と
み
そ
汁
は

お
か
わ
り
自
由
﹂︑﹁
メ
イ
ン

の
お
か
ず
と
は
別
に
︑納
豆
︑

漬
物
︑
生
卵
︑
小
鉢
も
サ
ー

ビ
ス
で
提
供
さ
れ
る
﹂な
ど
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ

て
満
足
度
の
高
い
食
堂
と
な

っ
て
い
る
︒

　
﹁
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
こ
20
年
間

大
幅
に
変
え
て
い
ま
せ
ん
が
︑

例
え
ば
仕
入
れ
て
き
た
精
肉

を
店
内
で
ス
ラ
イ
ス
す
る
な

ど
︑
コ
ス
ト
を
抑
え
る
努
力

を
続
け
て
き
ま
し
た
︒
今
後

も
︑味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑

多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様

に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う

な
価
格
設
定
も
心
が
け
て
い

き
ま
す
﹂（
藤
井
あ
ゆ
み
・

同
店
長
）

　

食
堂
で
は
11
月
１
日
か
ら

20
日
ま
で
の
間
︑
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
記
念
の
限
定
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
牛
丼
（
１
日
限
定
20

食
）
が
提
供
さ
れ
た
︒
ご
飯

を
覆
い
隠
す
ほ
ど
の
牛
肉
の

ほ
か
︑
ゴ
ボ
ウ
や
し
ら
た
き

な
ど
の
具
材
が
豊
富
に
入
っ

て
︑
５
０
０
円
︒﹁
美
味
し
い

食
事
を
安
く
提
供
す
る
こ
と

で
︑
Ｔ
Ｓ
を
利
用
さ
れ
る
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
満
足
し

て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
い
う

思
い
が
︑
こ
の
価
格
設
定
に

込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
︒

変
更
し
︑
駐
車
可
能
台
数
を

拡
充
（
大
型
車
６
台
増
）︒

ま
た
︑
駐
車
場
の
白
線
を
引

き
直
し
た
り
︑
車
止
め
を
一

部
更
新
す
る
な
ど
︑
車
を
止

め
や
す
い
よ
う
に
改
善

・
施
設
外
壁
を
Ｕ
Ｖ
コ
ー
ト

塗
料
で
塗
装
し
︑
き
れ
い
な

外
壁
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
施
設
の
分
煙
化
を
図
る
た

め
︑
建
物
の
外
に
喫
煙
ス
ペ

ー
ス
を
新
た
に
設
置

・
外
の
案
内
看
板
を
塗
り
替

え
て
︑
施
設
の
場
所
を
よ
り

分
か
り
や
す
く
し
た

　
﹁
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

以
降
︑
ご
利
用
に
な
ら
れ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
か
ら

﹃
利
用
し
や
す
い
施
設
に
な

っ
た
﹄
と
の
お
褒
め
の
言
葉

を
多
く
頂
戴
し
て
い
ま
す
︒

安
全
運
行
に
大
き
く
貢
献
す

る
施
設
と
し
て
︑
多
く
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
に
愛
さ
れ

る
大
分
Ｔ
Ｓ
と
な
る
よ
う
︑

ス
タ
ッ
フ
全
員
で
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
に
取
り
組

み
︑
微
力
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
藤

井
代
表
取
締
役
）

布
岳
や
鶴
見
岳
を
一
望
す
る

こ
と
も
可
能
だ
︒

　

20
年
ほ
ど
前
か
ら
大
分
Ｔ

Ｓ
の
運
営
を
担
当
し
て
い
る

㈲
ハ
ピ
ネ
ス
の
藤
井
扶
美
枝

代
表
取
締
役
に
︑
大
分
Ｔ
Ｓ

の
利
用
動
向
に
つ
い
て
尋
ね

た
︒

　
﹁
九
州
の
大
動
脈
で
あ
る

国
道
10
号
と
国
道
57
号
に
面

し
た
場
所
に
あ
る
た
め
︑
宮

崎
や
鹿
児
島
︑
熊
本
と
福
岡

方
面
と
の
運
行
途
中
に
立
ち

寄
ら
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん

が
多
い
で
す
︒
ま
た
︑
大
分

市
の
東
に
あ
る
佐
賀
関
や
臼

杵
市
の
港
と
四
国
方
面
を
結

ぶ
フ
ェ
リ
ー
も
利
用
で
き
る

た
め
︑
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し

て
当
Ｔ
Ｓ
に
立
ち
寄
ら
れ
る

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

大
分
市
中
心
街
の
南
に
位

置
す
る
戸へ

つ

ぎ次
地
区
は
︑
古
く

か
ら
地
区
内
に
日
向
街
道
が

通
っ
て
お
り
︑
大
野
川
沿
い

の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
︒

ま
た
︑
島
津
家
久
が
率
い
る

島
津
勢
と
長
宗
我
部
元
親
・

信
親
親
子
︑
大
友
義
統
ら
が

率
い
る
豊
臣
勢
の
間
で
行
わ

れ
た
戸
次
川
の
戦
い
（
１
５

８
７
年
）
の
古
戦
場
が
あ
る

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
︒

　

日
向
街
道
（
国
道
10
・
57

号
）
の
大
南
大
橋
先
交
差
点

を
曲
が
っ
て
す
ぐ
の
場
所
に

あ
る
大
分
Ｔ
Ｓ
は
︑
大
野
川

や
日
向
街
道
か
ら
一
段
高
い

場
所
に
位
置
し
て
い
る
︒
そ

の
た
め
︑
日
向
街
道
か
ら
大

分
Ｔ
Ｓ
の
看
板
が
よ
く
目
立

ち
︑
初
め
て
の
利
用
で
も
迷

う
こ
と
が
な
い
︒
ま
た
︑
Ｔ

Ｓ
建
物
か
ら
の
眺
望
も
良

く
︑
晴
れ
て
い
る
日
に
は
由

第１位：辛焼き定食（930 円・税込）1
　熱々の鉄板で提供される豚肉と野菜炒め。
ニンニクがほどよく効いているほか、野菜炒め
の上に乗った辛味噌を混ぜて食べるとピリ辛
で、食いしん坊のドライバーも満足の一品！

第２位：とり天定食（900 円・同）2
　大分に来たからには、定番料理「とり天」
を味わうことのできるとり天定食を。酢醤油の
たれに付けて食べれば、何個でも食べられる
おいしさ！

第３位：チキン南蛮定食（1,000 円・同）3
　宮崎県発祥の鶏肉料理「チキン南蛮」。
甘酢とタルタルソースが絶品の、ボリューム
満点メニュー！

第４位：ちゃんぽん定食（850 円・同）4
　濃厚スープに野菜たっぷりのちゃんぽんに、
ご飯や卵、納豆などがセットになった「ちゃん
ぽん定食」。ちゃんぽん単品（600 円・同）
も提供している。

第５位：生姜焼定食（900 円・同）5
　がっつり系メニューの代表格である生姜焼。
キャベツやもやしなどの野菜も、ふんだんに入
っている。

※ 定食には、メインのおかず（写真）と
は別に、ご飯、みそ汁（ご飯とみそ汁
はおかわり自由）、納豆、漬物、生卵、
小鉢も付いている。

大分 TS カフェレスト「フラミンゴ・TS24」 人気メニュー Best5！大分 TS カフェレスト「フラミンゴ・TS24」 人気メニュー Best5！
トラックドライバーの胃袋を満たす 九州ならではの美味しいメニューが充実トラックドライバーの胃袋を満たす 九州ならではの美味しいメニューが充実

＜施設概要＞
▷住所　大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口6045-2
▷電話　097-597-6233
▷FAX　097-597-0106
▷駐車可能台数　 大型車32台、トレーラ17台、普通車29台
▷運営時間
　・運行情報センター…平日8:00 ～ 18:00（土・日曜、祝日休業）
　・休憩室…平日8:00 ～ 22:00、土曜10:00 ～ 17:00（日曜、祝日休業）
　・食堂…平日8:00 ～ 22:00（15:00 ～ 17:00準備中）
     土曜10:00 ～ 17:00（日曜、祝日休業）
　・宿泊仮眠…申込：平日8:00 ～ 22:00、土曜・祝日10:00 ～ 17:00（日曜休業）
 申込電話番号：097-597-6232
 料金：宿泊／会員3,000円（税込）、一般4,500円（同）
 休憩（4時間）／会員1,800円（同）　1時間追加ごとに600円（同）
　・コインシャワー…平日9:00 ～ 21:00、土曜10:00 ～ 16:00（日曜、祝日休業）
 料金：5分100円（男女とも）
　・コインランドリー…平日9:00 ～ 21:00、土曜10:00 ～ 16:00（日曜、祝日休業）

▶ 
２
階
の
宿
泊
室
に
は
新
た
に
換
気
扇
・
熱
交
換
形
換
気
機

器
を
設
置
（
矢
印
）

▶ 

１
階
休
憩
室
の
男
性
用
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
と
は
別
に
、新

た
に
女
性
用
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
を
２
階
に
設
置
し
た

▶ 

女
性
用
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
の
隣
に
は
、

広
い
脱
衣
ス
ペ
ー
ス
を
完
備
し
た

▶ 

ゆ
っ
く
り
と
休
む
こ
と
の
で
き
る

休
憩
室
（
１
階
）

▶ 

休
憩
室
に
は
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

も
設
置
さ
れ
て
い
る

▶ 

建
物
の
外
に
は
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
を

新
た
に
設
け
た

▶ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
行
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
運
行
情
報
セ
ン
タ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
大
満
足
の
メ
ニュ
ー
が
充
実

ド
ラ
イ
バ
ー
大
満
足
の
メ
ニュ
ー
が
充
実

女
性
専
用
の
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
も
新
た
に
整
備

女
性
専
用
の
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
も
新
た
に
整
備

交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る
大
分
Ｔ
Ｓ

　
午
後
に
は
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
に
ぎ
わ
う

女
性
用
シ
ャ
ワ
ー
新
設
で
利
便
性
ア
ッ
プ

快
適
性
向
上
を
図
り
様
々
な
設
備
の
刷
新
も

食
堂
の
内
装
を
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

木
目
を
活
か
し
た
温
か
い
雰
囲
気
の
場
所
に

　

大
分
県
大
分
市
の
大
分
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
で
行
わ
れ
て
い
た
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
10
月
30
日
に
完
了
し
︑

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
果
た
し
た
︒

　

大
分
Ｔ
Ｓ
は
︑
福
岡
県
北
九
州
市
か
ら

大
分
県
︑
宮
崎
県
と
東
九
州
を
縦
断
し
︑

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
へ
至
る
国
道
10
号

と
︑
九
州
を
横
断
し
て
大
分
市
と
熊
本
県

熊
本
市
を
結
ぶ
国
道
57
号
の
重
複
区
間
の

至
近
に
あ
る
︒
ま
た
︑
九
州
の
東
側
を
南

北
に
結
び
︑
北
九
州
市
︑
大
分
市
︑
宮
崎

市
を
相
互
に
連
絡
す
る
東
九
州
自
動
車
道

の
大
分
米
良
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

へ
も
ほ
ど
近
い
（
大
分
南
バ
イ
パ
ス
経
由

で
約
７
㌔
㍍
）
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
Ｔ
Ｓ
で
あ

る
と
い
え
よ
う
︒

　

こ
こ
で
は
︑
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
一

層
利
便
性
が
高
ま
っ
た
︑
大
分
Ｔ
Ｓ
の
魅

力
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
︒

メ
　
モ

▶ ▶ ▶ 大分トラックステーション ▶ ▶ ▶▶ ▶ ▶ 大分トラックステーション ▶ ▶ ▶

リニューアルオープン！リニューアルオープン！
よ
り
居
心
地
の
い
い
空

よ
り
居
心
地
の
い
い
空
間
に
刷
新

間
に
刷
新

ゆ
っ
た
り
と
休
憩
で
き
る
施
設
に

ゆ
っ
た
り
と
休
憩
で
き
る
施
設
に

国道10号、57号という大動脈に近接した大分TS。リニューアルに伴い外壁を塗装し、装いを新たにした

国道からもよく見えるように、刷新された案内看板

 照明をLED化し、より明るい室内となったカフェレストラン「フラミンゴ・TS24」

▶ 

同
Ｔ
Ｓ
の
運
営
を
担
う
、㈲
ハ
ピ
ネ

ス
の
藤
井
あ
ゆ
み
店
長
㊧
、藤
井
扶

美
枝
代
表
取
締
役
㊥
、藤
井
一
専
務

取
締
役
㊨

 

定
食
の
ご
飯
と
み
そ
汁
は
お
か

わ
り
自
由
と
な
っ
て
い
る

R1
0・
57

大分 TSアクセスマップ

1

2

3

4

5



（第3種郵便物認可）（7） 令和2年（2020年）12月1日 第2166号

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第76回］

「女性のサンタさん！」「高齢ノ父ハ感染スルト重症化スル恐レガアルノ
デ今年ハ娘ノワタシガ来マシタ！」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜飲酒運転編〜
 【解 答】２面に問題

❶×（法第117条の2第1号）酒酔い運
転は、酒に酔った状態（アルコールの
影響により正常な運転ができないおそ
れのある状態）で車両等を運転すること
をいい、必ずしも体内に保有するアル
コールの量は一定しない。
❷ ×（法第65条第1項 施行令44条の3）
身体に保有するアルコール量が呼気1
リットルにつき0.15ミリグラム未満の場
合は、罰則の対象にはならないが、違反
行為であることに違いはないので、運転
できない。
❸ ×（法第65条第1項）飲酒をしても、
その後6時間以上経過していれば運転

しても差し支えないという規定はなく、
何時間経過していようと酒気が残って
いれば「酒気帯び運転」となり、運転
はできない。
❹ ○（法第65条第3項）何人も、第一
項の規定に違反して車両等を運転する
こととなるおそれがある者に対し、酒類
を提供し、又は飲酒をすすめてはなら
ない。
❺ ×（施行令別表第二・別表第三）違
反点数25点は、前歴がない場合でも欠
格期間2年の免許取消しになるので、最
低2年間は免許が取得できない。

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

188「
知
ら
れ
ざ
る
鯖
街
道
⑤
」滋
賀
県
長
浜
の
焼
き
鯖
そ
う
め
ん

　

鯖
料
理
の
極
め
付
け
な
ら

鯖
ず
し
︒
鯖
街
道
ご
本
家
の

若
狭
か
ら
京
都
へ
至
る
道
を

運
ば
れ
た
鯖
の
多
く
も
鯖
ず

し
に
な
り
︑
各
地
の
鯖
街
道

で
も
同
じ
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑
所
変
わ
れ
ば
品
変

わ
る
で
︑
琵
琶
湖
東
北
部
・

滋
賀
県
長
浜
市
で
は
︑﹁
焼

き
鯖
そ
う
め
ん
﹂
が
郷
土
の

味
覚
に
な
っ
て
い
る
︒

　

当
地
は
米
原
の
す
ぐ
北
に

位
置
し
︑
北
国
街
道
で
越
前

と
繋
が
っ
て
い
た
︒
若
狭
と

は
︑
敦
賀
か
ら
琵
琶
湖
最
北

・
余よ

ご呉
エ
リ
ア
の
塩し

お

つ津
へ
若

狭
の
海
幸
や
塩
を
運
ぶ
山
越

え
の
道（
現
代
の
国
道
８
号
）

が
通
じ
︑
長
浜
は
近
い
︒
塩

津
と
長
浜
は
舟
運
も
あ
っ
た
︒

　

長
浜
は
豊
臣
秀
吉
が
城
下

町
に
整
備
し
︑
湖
上
水
運
や

　

地
元
は
客
の
も
て
な
し
に

心
を
込
め
︑
焼
き
鯖
そ
う
め

ん
を
ふ
る
ま
う
︒
焼
き
鯖
を

甘
辛
く
煮
込
ん
で
切
り
分

け
︑
茹
で
そ
う
め
ん
を
加
え

て
汁
を
か
ら
ま
せ
︑
大
皿
や

鉢
に
盛
り
込
む
︒
ご
は
ん
の

お
か
ず
に
も
な
る
︒

　

旧
暦
の
頃
は
今
で
い
う
５

月
に
祭
り
を
行
っ
て
い
た
だ

ろ
う
か
ら
︑田
植
え
が
済
み
︑

食
店
で
も
提
供
さ
れ
︑
元
浜

町
に
は
﹁
翼よ

か

ろ

う

果
楼
﹂
と
い
う

専
門
店
が
あ
る
︒
２
日
間
煮

込
ん
だ
鯖
は
骨
が
と
ろ
け
る

柔
ら
か
さ
︒
焼
き
鯖
の
雄
々

し
さ
が
甘
辛
醤
油
味
に
く
る

ま
れ
︑
そ
う
め
ん
が
な
よ
ら

か
に
絡
ま
り
︑
口
中
を
く
す

ぐ
る
︒
鯖
と
そ
う
め
ん
の
合

体
の
知
恵
に
拍
手
し
た
い
︒

 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

北
国
街
道
の
要
と
し
て
栄
え

た
︒
浄
土
真
宗
の
長
浜
御ご

ぼ

う坊

（
大
通
寺
）
も
あ
り
︑
養よ

う
さ
ん蚕

や
絹
織
物
が
盛
ん
だ
っ
た
︒

そ
ん
な
背
景
か
ら
続
い
て
き

た
の
が
毎
年
４
月
の
長
浜

曳ひ
き
や
ま
ま
つ
り

山
祭
︒
秀
吉
が
始
め
た
そ

う
で
︑
豪
勢
な
山
車
が
町
を

巡
行
し
︑
子
ど
も
歌
舞
伎
が

演
じ
ら
れ
る
様
は
日
本
三
大

山
車
祭
の
一
つ
︒

一
息
入
れ
る
時
期
で
も
あ
っ

た
︒
農
家
は
娘
の
嫁
ぎ
先
へ

焼
き
鯖
を
贈
る
﹁
五
月
見
舞

い
﹂
と
い
う
風
習
が
あ
り
︑

贈
り
物
に
日
保
ち
の
よ
い
焼

き
鯖
を
使
っ
た
︒
長
浜
と
若

狭
と
の
関
わ
り
が
透
け
て
く

る
で
は
な
い
か
│
│
鯖
街
道

が
通
っ
て
い
た
の
だ
︒

　

こ
の
味
は
旧
家
の
家
庭
料

理
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
︑
飲

TS名 運行情報センター 食堂・宿泊施設など
札 幌  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月４日 （月） ９：００ 食　堂  １２月 ３１日（木） 15：００ ～ １月２日（土） １０：００
苫 小 牧  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月４日 （月） ９：００ 食　堂  １２月 ３０日（水） ２１：００ ～ １月２日（土） １０：００
青 森  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月４日 （月） ８：３０

仙 台  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月５日 （火） ９：００ 食　堂
シャワー

 １２月 ２８日 （月） １8：３０ ～ １月４日 （月） ８：００
 １２月 ２８日 （月） １６：３０ ～ １月５日 （火） ９：００

白 河 の 関  １２月 ２８日 （月） １７：３０ ～ １月４日 （月） ８：３０ コインシャワー・
コインランドリー・休憩室  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月４日 （月） ９：００

茨 城  １２月 ２９日 （火） １７：００ ～ １月４日 （月） ９：００ 平常通り営業

矢 板  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月４日 （月） ９：００
食堂・浴室

女性用シャワー・
コインランドリー

 １２月 ２８日 （月） ２２：００ ～ １月４日 （月） １１：００

大 宮  １２月 ２８日 （月） ２０：００ ～ １月４日 （月） ８：００ 平常通り営業
東 神  １２月 ３０日 （水）  ９：００ ～ １月３日 （日） １７：００ 平常通り営業
新 潟  １２月 ２９日 （火） １９：００ ～ １月５日 （火） ８：００ シャワー  １２月 ２９日 （火） １9：００ ～ １月５日 （火） ８：００
金 沢  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月５日 （火） ９：００ 平常通り営業（24 時間営業）

浜 松  １２月 ２９日 （火） １4：００ ～ １月４日 （月） ９：００ 食堂 ･ 売店
浴室・宿泊・仮眠

 １２月 ２９日 （火） １４：００ ～ １月４日 （月） １１：００
 １２月 ２９日 （火） １０：００ ～ １月４日 （月） １２：００

安 城  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月５日 （火） ９：００
食　堂  １２月 ３０日 （水） 18：００ ～ １月４日 （月） １0：００
シャワー・

コインランドリー 平常通り営業（24 時間営業）

名 古 屋  １２月 ２９日 （火） １４：００ ～ １月４日 （月） 9：００
食　堂  １２月 ２９日 （火） １４：００ ～ １月４日 （月） １１：００

浴室・宿泊・仮眠  １２月 ２９日 （火） １４：００ ～ １月４日 （月） １0：００

亀 山  １２月 ２９日 （火） １４：００ ～ １月４日 （月） ９：００
食　堂  １２月 ２９日 （火） 21：００ ～ １月４日 （月） １１：００
売　店  １２月 ２９日 （火） 21：００ ～ １月４日 （月） 10：００

浴室・宿泊・仮眠  １２月 ２９日 （火） 21：００ ～ １月４日 （月） 10：００
彦 根  １２月 ２９日 （火） １4：００ ～ １月４日 （月） １1：００ 食堂・宿泊・浴室  １２月 ２９日 （火） 14：００ ～ １月４日 （月） １１：００
大 阪  １２月 ２９日 （火） １７：００ ～ １月５日 （火） ９：００ 平常通り営業（24 時間営業）

奈 良 ・ 針  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月４日 （月） ９：００ 休憩室・コインシャワー・
コインランドリー  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月４日 （月） ９：００

岡 山  １２月 ２８日 （月） １６：００ ～ １月５日 （火） 9：００
食　堂  １２月 ２８日 （月） １４：００ ～ １月５日 （火） １１：００

※ラストオーダー 13：３０

宿泊・シャワー  １２月 ２８日 （月） １６：００ ～ １月５日 （火） ８：００

尾 道  １２月 ２５日 （金） １７：００ ～ １月５日 （火） ８：３０
シャワー・トイレ・洗濯機  １２月 ２５日 （金） １７：００ ～ １月５日 （火） ８：３０
コンビニエンスストア 平常通り営業（24 時間営業）

三 次  １２月 ２８日 （月） １4：３０ ～ １月５日 （火） １1：００ 食堂・浴室  １２月 ２８日 （月） １４：３０ ～ １月５日 （火） １１：０0

北 九 州  １２月 ２９日 （火） １７：００ ～ １月４日 （月） ９：００
休憩室  １２月 ２９日 （火） １７：００ ～ １月４日 （月） ９：００

トイレ・シャワー・コインランドリー 平常通り営業（２４時間営業）

鳥 栖  １２月 ２８日 （月） １７：００ ～ １月４日 （月） ９：００
食堂・宿泊  １２月 ３１日 （木） 20：００ ～ １月４日 （月） １０：００

※ラストオーダー 19：３０

浴　室  １２月 ３１日 （木） 19：３０ ～ １月４日 （月） １０：００

諫 早  １２月 ２６日 （土） ２０：００ ～ １月５日 （火） １０：００
食　堂  １２月 ２６日 （土） １４：３０ ～ １月５日 （火） １０：００
浴　室  １２月 ２６日 （土） ２０：００ ～ １月５日 （火） １２：００
宿　泊  １２月 ２６日 （土） １０：００ ～ １月５日 （火） １５：００

大 分  １２月 ２８日 （月） １８：００ ～ １月４日 （月） 10：００ 食堂・休憩室・シャワー
・ランドリー  １２月 ２８日 （月） １８：００ ～ １月４日 （月） １０：００

鹿 児 島  １２月 ２８日 （月） １７：３０ ～ １月４日 （月） ８：３０ 休憩室・コインシャワー  １２月 ２８日 （月） １７：３０ ～ １月４日 （月） ８：３０

TS名 給油所
岡 山  １２月 ３０日 （水） １８：00 ～ １月４日 （月）   ８：００

尾 道

 １２月 ３１日 （木） １８：00 ～ １月４日 （月）   ８：００
　◎短縮営業

１２月３０日（水）８：００～ 20：００
１２月３１日（木）、１月４日 （月）８：００～１８：００

北 九 州 ※ HP にてご確認ください。

⇨�携帯電話用のトラックステーションリストを作成しま
した。お持ちの携帯電話・スマートフォンのバーコー
ドリーダーを右のQRコードにかざしてください。

※詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。

▷変更の際は、随時全日本トラック協会のホームページにてお知らせします。

TS名 給油所
青 森  １２月 ３１日 （木） １1：００ ～ １月４日 （月）   ８：００

大 宮 平常通り営業

新 潟
 １２月 ３１日 （木） １９：00 ～ １月４日 （月）   7：００
　◎短縮営業

１２月３０日（水）、３１日（木）７：００～１９：００

金 沢

 １２月 ３１日 （木） １７：00 ～ １月３日 （日）   ８：００
　◎短縮営業

１２月２９日（火）7：００～１9：００
１２月３０日（水）、３１日（木）　８：００～１７：００
１月３日（日）、４日（月）　８：００～１７：００
１月５日（火）　８：００～１9：００

金沢TS

諫早TS

仙台TS

（公社）全日本トラック協会施設事業部 （令和２年11月25日現在）TSTS 年年　　 末末　　 年年　　 始始　　 休休　　 業業　　 案案　　 内内
（令和２〜３年）

トラックステーショントラックステーション全国26か所に全国26か所に
設置されたTS設置されたTS
安全運行のお手伝い安全運行のお手伝い
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▼
地
方
へ

出
張
す
る

際
︑
職
場

を
出
る
の

が
当
初
の
予
定
よ
り
遅
れ
︑
新
幹
線
車

内
で
食
べ
よ
う
と
決
め
て
い
た
弁
当
を

買
う
時
間
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
︑
駅

構
内
の
コ
ン
ビ
ニ
で
肉
ま
ん
と
餡
ま
ん

を
１
個
ず
つ
買
い
ま
し
た
︒
日
本
茶
を

飲
み
喉
を
潤
し
た
後
に
︑
先
ず
は
肉
ま

ん
か
ら
手
を
つ
け
ま
し
た
︒
な
︑
な
︑

何
と
！
期
待
に
違
わ
ず
優
し
く
美
味

し
い
肉
ま
ん
に
︑
思
わ
ず
頬
が
緩
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
︒
お
か
ず
の
品
数
が
豊

富
な
１
２
０
０
円
の
幕
の
内
弁
当
は
︑

出
張
族
の
強
い
味
方
で
す
が
︑
１
１
０

円
と
安
価
な
肉
ま
ん
も
捨
て
が
た
い
と

思
い
ま
し
た
︒
▼
揚
げ
た
て
の
コ
ロ
ッ

ケ
︑
ハ
ム
カ
ツ
が
大
の
好
物
で
す
が
︑

コ
ロ
ナ
禍
で
お
酒
を
飲
む
機
会
も
な
く

な
り
︑
そ
の
つ
い
で
に
揚
げ
物
な
ど
を

控
え
た
結
果
︑
な
ん
と
大
幅
な
減
量
が

叶
い
ま
し
た
︒
前
々
か
ら
体
重
過
多
と

感
じ
て
い
た
の
と
︑
左
足
の
膝
の
痛
み

と
も
相
俟
っ
て
︑
体
重
減
は
嬉
し
い
誤

算
で
す
︒
▼
﹁
日
本
の
お
弁
当
﹂
を
産

み
出
し
た
の
は
︑
戦
国
武
将
の
織
田
信

長
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
安
土
桃
山
城

に
大
勢
の
軍
勢
を
集
め
︑
食
事
を
振
る

舞
う
際
に
手
間
と
時
間
を
考
慮
し
︑
米

飯
と
お
か
ず
を
一
つ
の
箱
に
詰
め
﹁
弁

（
そ
な
）
え
て
当
（
あ
）
て
る
﹂
算
段

を
命
じ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
今
で

は
︑﹁
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
﹂
は
日
本
の
み
な

ら
ず
︑
世
界
の
共
通
語
と
し
て
認
知
さ

れ
て
い
ま
す
︒
▼
駅
弁
の
ル
ー
ツ
は
︑

１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
に
栃
木
県
の

宇
都
宮
駅
で
売
り
出
さ
れ
た
﹁
お
に
ぎ

り
﹂
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
仄
聞
す
る

と
︑
全
国
で
販
売
さ
れ
て
い
る
駅
弁
の

種
類
は
約
２
０
０
０
種
類
以
上
あ
る
と

言
わ
れ
︑
お
腹
を
満
た
す
一
方
で
︑
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
包
装
紙
や
盛
り

だ
く
さ
ん
の
具
材
に
よ
り
︑
日
本
人
が

大
好
き
な
食
べ
物
で
す
︒
自
然
が
織
り

成
す
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
た
絵
画
の

よ
う
な
風
景
を
窓
外
に
見
な
が
ら
︑
地

域
の
特
産
や
名
産
を
詰
め
込
ん
だ
味

わ
い
深
い
駅
弁
を
食
す
の
は
︑
こ
の
上

な
い
贅
沢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
︒
▼
思

い
起
こ
す
の
は
︑
群
馬
県
の
横
川
駅
で

の
駅
弁
売
り
で
す
︒
上
野
駅
発
長
野
駅

行
き
列
車
が
信
越
本
線
の
横
川
駅
に

停
車
す
る
際
︑
売
り
子
が
﹁
峠
の
釜
め

し
﹂
を
売
り
に
来
る
と
︑
多
く
の
人
達

が
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
買
い
求
め
て
い

ま
し
た
︒
１
９
９
７（
平
成
９
）年
に
︑

﹁
北
陸
新
幹
線
﹂
が
高
崎
駅
~
長
野

駅
間
で
﹁
長
野
新
幹
線
﹂
と
し
て
部
分

開
通
す
る
と
︑
横
川
駅
は
終
着
駅
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トラガールファイル

7:30
　出社。手指の消毒
（写真①）を済ませた
後、運行前点呼でアル
コールチェック（写真
②）と業務連絡を受け
る。

7:45
　会社から5分ほどの
場所にある自社駐車場
に移動。運行前点検
（写真③）のあと、ひ
たちなか市内にある㈱
小松製作所茨城工場
へ出発。

8:00
　前日に宵積みしてあ
った部品を納品。フォ
ークリフトを使用し、指
定の場所へ降ろす。
完了後、同じくひたち
なか市内にある同社の
物流センターへ出発。

9:45
　物流センターに到着
し、フォークリフトで部
品を積み込む（写真
④）。この日の荷物は
建設機械のボンネットや
ラジエーター。

10:30
　完了後、物流センターを出発し再び工場へ。

10:45
　工場に到着。フォー
クリフトで指定場所へ
荷降ろし（写真⑤）を
した後、物流センター
で使用する部品の引き
取りを行う。

11:30
　部品積み込み完了後、工場から物流センターへと移動
する道すがら、昼食休憩をとる。「毎日立ち寄るコンビニ
エンスストアがあり、そこでお弁当を買って食べることが多
いです。常連なので、店員さんとも仲良しです（笑）」（木
内さん）。

12:45
　物流センターに到着
（写真⑥）。フォークリ
フトを用いて部品を積
み込む。

13:30
　完了後、工場へ出
発（写真⑦）。到着と
ともにリフトで配達し、
部品の引き取りも行う。

14:50
　引き取り完了後、
工場を出発。

15:10
　物流センターに到
着し、翌日配達する
部品の宵積みや片づ
けを行う。完了後、
自社駐車場へ移動
（写真⑧）。

16:30
　駐車場着。運行後
点検を行い、帰社。
乗務後点呼（写真⑨）
を受けてから退社（写
真⑩）。

木内さんのある１日の仕事の流れ

19 歳からトラックドライバーひとすじ！
荷主企業からも絶大な信頼を得る「プロフェッショナル」
・�ドラマや映画に出てくるトラックドライバーの姿に憧れ、子どもの頃から
「将来の夢はトラックドライバー」。19歳でトラックドライバーとして就職、
2トン車での配達からキャリアを開始。以降、2トン車・4トン車での食
品輸送（菓子・パン・豆腐など）、大型車での機械部品輸送などを
担当。

・�プライベートでは、25 歳の息子がいるお母さん。「私の母の手も借り
つつ、トラックドライバーをしながら子育てを続けてきました」。

・�入社以来６年間ずっと、建設機械メーカーである㈱小松製作所の工
場と同社の物流センターの２点間を往復する定期便の運行を担当。

・�趣味はドライブ。「最近は母と宮城県・松島に行きました。特に夜のド
ライブが好きですね。車で観光地をまわって、食べ歩きをしたりします」。

 担当業務：大型車ドライバー（建
設機械部品輸送）
 勤続年数： ６年
 取得資格：大型自動車免許、フォーク
リフト運転技能講習修了

木内さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

株式会社 川友
［代表取締役　川又　道夫］

本社所在地� 茨城県ひたちなか市足崎 280-1
資本金� 1,000 万円
設　立� 昭和 46 年 9月22日
従業員数� 32 人（ドラｲバー25 人、うち女性１人）
車両数� 30 台

人物重視の採用　女性ドライバーのための環境も整備人物重視の採用　女性ドライバーのための環境も整備
ホームページ開設で就職希望者に自社の強みをアピールホームページ開設で就職希望者に自社の強みをアピール

川又社長に
訊く！

　主に大型車・トレーラでの運行を行う当社は、大型・けん引免許のある
経験者を採用することがほとんどです。採用方法はハローワークと紹介が
中心で、今年２月には、就職希望者が応募を検討する際の参考にしてもら
えるよう、ホームページを開設しました。採用情報のページには社員インタビ
ューなどを掲載し、当社の社風や強み、仕事内容などを打ち出しています。採用の
決め手はやはり「人」で、当社の理念や社風にマッチするドライバーを、老若男女
問わず採用するというのが採用方針です。
　当社の業務は「朝は早いがその
ぶん帰りも早い」のが特徴で、朝の
お見送り等はご家族の協力を仰いで
いただくことになるかもしれませんが、

子育て中の女性でも働きやすい勤務時間帯であるといえます。
定期便やスポット便、地場の運行があり、女性用トイレなども整
備している当社は、女性ドライバーのライフスタイルに合った柔軟
な配車に対応でき、かつ長く働いていただける、女性活躍のた
めの土壌が整っていると考えます。

木
き う ち

内 智
と も み

美さん

Q. 木内さんがトラックドライバーとしてのキャリアを開
始した時期や、資格取得について教えてください。

　18 歳になるとともに普通免許を取得し、19 歳でト
ラックドライバーになりました。親に「配達の仕事決
めてきた。私、トラックドライバーになるわ」と宣言し
た時は驚かれましたね（笑）。キャリア開始当初は、
２トン車や４トン車で食品を輸送していました。今と違
い、当時周囲を見回しても、女性トラックドライバー
は私だけでした。
　お菓子やパンというと、軽いもののように思われが
ちですが、大量の商品を手積み・手降ろしするとなる
と、重量は相当なものになります。仕事をしているう
ちに手荷役にも慣れていきましたが、今はやっぱり楽
なフォークリフトが一番ですね（笑）。トラックだけで
なく、リフトの運転操作も大好きです。
　息子の出産や育児も経験していますが、母の手も
借りつつ、トラックドライバーをしながら子育てを続け
てきました。子どもの成長とともに、その時その時の
ライフスタイルに合わせて「自分の働ける時間の仕
事」を探し、勤務時間を調整して働くことができるの
も、トラックドライバーという仕事のいいところだと思
います。
　この仕事を続けている中で、足腰を痛めて体調を
崩し、「もう限界かな」と思ったことが何度かあります。
しかし、結局療養後には、やっぱり大好きなこの仕事
に戻ってきてしまうんです。身体的負担を差し引いて
も、「自分にはトラックドライバーこそが天職なのだな」
と痛感しています。

Q. 6 年前にこちらの会社へ就職した経緯についてお
聞かせください。

　その頃も体調を崩し、自宅で療養をしていました。
するとある日、以前から面識のあった川又社長からご
連絡をいただいたんです。お話の内容は、「人が足り
なくなったので、2～ 3か月ドライバーとして仕事を
手伝ってくれないか」というものでした。そろそろ仕
事復帰しようと思っていたタイミングだったこともあ
り、喜んでお引き受けしました。
　お仕事をお受けした最大の理由は、その業務が定
期便だった、ということです。毎日同じ運行ができる
という安心感はとても大きく、自分には定期便の仕事
が一番合っていると思いますし、ひいては「女性ドラ
イバーには定期便が向いている」とも思っています。
生活のリズムもそうですし、家のことも考えると、時
間が決まっている運行というのはありがたいもので

「女性ドライバーはぜひ定期便に」 ライフスタイルに合った業務でキャリアを継続「女性ドライバーはぜひ定期便に」 ライフスタイルに合った業務でキャリアを継続interview
す。そのような点も配慮して声をかけてくださった社
長のおかげで、今も働きやすい勤務をさせていただい
ています。

川又社長「お体の具合のことがあったので、正式に
採用するのではなく、短期のほうがよいのかもしれな
いと思っていたのですが、お客様からの評価が非常に
高く、お客様からも『ぜひ彼女に担当してほしい』と
いう声があったので、正式に入社をお願いしました。
私は以前から木内さんの働きぶりを知っていたので、
期待通り、いや期待以上の活躍をしてくれたという感
じです。お客様の信用を勝ち得る技術と人柄をもった
ドライバー、それが木内さんです」

Q.プロのトラックドライバーとして心がけていることは
何ですか。

　最も注意しているのは荷崩れ対策で、荷物に対す
る意識は常に高くもっているという自負があります。
それは、現場で小松製作所のスタッフが精魂込めて
製品を作っている姿を見ているからです。だからこそ、
「大事な製品を決して破損させてはいけない」とい
う強い想いがあります。時間をかけて作られた製品を、
誠心誠意で輸送し、納品することが私の使命です。
　安全運転のために心がけているのは車間距離で
す。この辺りはお年寄りも多く、急な飛び出しなどに
は細心の注意を払っています。一般車両や自転車・
歩行者は、大きな車体のトラックに対して、その距離
を上手につかめません。そうなると、私たち運転のプ
ロであるトラックドライバーが、細かく、かつ広い視野
で見てあげることが大切で、常にそう心がけています。

Q. 今後の夢や目標についてお聞かせください。

　女性ドライバーの数も増え、私のもとに、「トラック
ドライバーになりたい」という相談が来ることもありま
すが、そこから実際にトラックドライバーとして就職し
てくれた事例は残念ながらありません。
　トラックドライバーという仕事は、ライフスタイルや、
身体的負担に見合った、「いま自分にできる運行」を
選べるということが長所で、私も現にそうして仕事を
続けてきました。ですから、少しでもこの仕事に興味
のある女性には、ぜひトラックドライバーになってみて
ほしいと思いますし、私がいることで、当社にも私以
外の女性ドライバーが入社して来てくれたらうれしい
です。

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげ
るこのコーナー。第 29 回目
は、「大型車ドライバー（建
設機械部品輸送）」のお仕
事です。㈱川友（茨城県ひ
たちなか市）の木内智美さ
んが登場します。

第 29 回 「大型車ドライバー（建設機械部品輸送）」木内 智美さん（㈱川友・茨城県）

「トラックドライバーは天職」と語る木内さん

木内さん（写真左）と川又社長（写真右）

木内さんはこんな人！

　木内さんとは２人でチームを組んで運行を行っています。
入社当初は細かく指示を出すこともありましたが、今では木内
さんの担当コースに関しては完全に任せきりです。男性ドラ
イバーに負けない仕事ぶりで、安心して仕事を任せられる、
頼れるドライバーですね。

（先輩ドライバー　益
ま し こ

子 浩
こ う じ

司さん）

川又　道夫
代表取締役
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